
２月23日に行わ
れた新型コロナ

ワクチン接種会
場運営訓練の様

子。

訓練について詳
しくは、3頁に記

載しています。
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・新型コロナワクチン
接種についてのお知らせ

・特集 未来の守山を考える
２・３面
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新型コロナ
ワクチン接種の

本
番
に
向
け

課
題
を
確
認

本
番
に
向
け

課
題
を
確
認



日曜日に窓口業務を行います
問市民課　☎・有（582）1122　5（583）9737

　転入や転出などの届け出が集中するため、下記の日時に転入・転出・転居に伴う各種手続きに関する業務
や諸証明書の発行を行います。なお、４月１日（木）から、ごみ減量推進課が移転するため、４月４日（日）は、市
民協働課がごみ収集・分別方法の説明（日程表の配布）を担当します。
時�3月28日（日）、４月４日（日）午前8時30分～午後5時１5分（マイナンバーカードの交付は午後3時まで）
所�市役所本庁（速野支所、中洲支所は開庁しません）

取り扱う業務と担当課
取り扱い業務 担当課・問い合わせ

・住民異動届（転入・転出・転居）
・印鑑登録
・各種証明書の交付（住民票、印鑑登録証明書など）
・マイナンバーカードの交付（午後３時まで）

市民課　☎・有（582）1122

・課税（所得）証明書の作成（市民課で交付） 税務課　☎・有（582）1115

・児童手当申請手続き こども家庭相談課　☎（582）1159

・乳幼児福祉医療費受給券の発行や変更
・住民異動届に伴う国民健康保険証の発行 国保年金課　☎・有（582）1120

・ごみ収集、分別方法の説明（日程表の配布） ごみ減量推進課　☎・有（582）1121
※4月4日（日）は市民協働課☎・有（582）1148

・水道メーターの開栓業務（事前連絡要）
・水道の名義変更の受け付け
・水道料金や下水道使用料の収納など

経営総務課（水道サービスセンター）　☎（582）1144

新型コロナワクチンの接種について

新型コロナワクチン接種についてのお知らせ

看護師を募集します

　新型コロナワクチンの接種について、４月から数量
を限定してワクチンの供給が徐々に行われることか
ら、市では高齢者に対する接種券を４月上旬に発送し、
接種を４月下旬から開始する見込みです。接種日時な
どが正式に決定次第、広報もりやまや市ホームページ
で順次お知らせしていきます。
　なお、この情報は3月４日時点のものであり、変更
になる場合があります。

・新型コロナワクチンの接種は、国の指示のもと守山市が実施します。
・新型コロナワクチン接種の費用は、全額国が負担し、希望する人は無料で接種が可能です。
・同じ種類のワクチンを2回接種する必要があります。接種の間隔は、ワクチンによって異なります。
　（ファイザー社：2１日、アストラゼネカ社・モデルナ社：28日）

新型コロナワクチン接種における注意事項

新型コロナワクチンについて（首相官邸ホームページより）

・新型コロナワクチンは、発症を防ぐ効果が認められています。
　�　今回新たに承認された新型コロナワクチンは2回の接種によって、95％の有効性で、発熱やせきなどの症
状が出ること（発症）を防ぐ効果が認められています（インフルエンザワクチンの有効性は約４0～60％）。

・どんなワクチンでも、副反応が起こる可能性があります。
　�　一般的にワクチン接種後には、ワクチンが免疫をつけるための反応を起こすため、接種部位の痛み、発
熱、頭痛などの「副反応」が生じる可能性があります。治療を要したり、障害が残るほどの副反応は、極めて
稀
まれ

ではあるものの、ゼロではありません（予防接種による健康被害は救済制度の対象です）。
　�　今回新たに承認されたワクチンの国内治験では、ワクチンを2回接種後に、接種部位の痛みは約80％に、
37.5度以上の発熱が約33％、疲労・倦

けん

怠
たい

感が約60％の人に認められています。
　�　ワクチンに含まれる成分に対する急性のアレルギー反応であるアナフィラキシーの発生頻度は、市販後米
国で１00万人に5人程度と報告されています。日本での接種では、ワクチン接種後１5～30分経過を見て、万
が一アナフィラキシーが起きても医療従事者が必要な対応を行います。

　　なお、市においては、万が一に備え、救急対応の訓練も実施しています。
　※ワクチンの効果や副反応については、接種券に同封する説明書にも詳しく掲載する予定です。

新型コロナワクチンの接種会場運営訓練を実施しました

　市では、守山野洲医師会の全面的なご協力をいただきながら、４月からの新型コロナワクチン接種の実施に
向けて、準備を進めています。
　そこで、2月23日に新型コロナワクチンの集団接種会場となる市民体育館で、本番を想定した運営訓練を実
施しました。
　訓練には、守山野洲医師会、守山野洲薬剤師会、湖南広域消防局、被接種者役（民生委員・児童委員、近江
守山ライオンズクラブ）の皆さまにご協力いただき、市職員を含め計１75人で行いました。

【接種会場での流れ】
①検温→②受付→③予診票確認待ち・検温→④予診票確認→⑤予診→⑥接種→⑦接種済証発行→⑧経過観察

接種の手順を確認 救急対応の訓練も実施

・�新型コロナワクチンの接種に当たっては、本人の同意または保護者による同意が必要です。市も、ワクチン
の有効性や副反応について情報提供を行いますので、確認のうえ、接種の予約をお願いします。

・治療中や投薬、定期的に通院している人などは、事前に主治医にご相談ください。

ワクチン

問感染症対策室　☎（598）5711　5（582）1223
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施
政

は
じ
め
に

　
令
和
２
年
度
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
全
都

道
府
県
へ
の
発
令
や
学
校
休
業
に
始
ま
り
、

ま
さ
し
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
終
始
し
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
な
お
感
染
拡
大
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、

市
役
所
が
さ
ら
に
一
丸
と
な
っ
て
、
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
合
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
何
と
し
て
も
克
服
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
月
23
日
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
運

営
訓
練
を
実
施
し
、
本
番
を
想
定
し
た
会
場

設
営
や
運
営
訓
練
を
行
い
、
関
係
者
間
の
共

通
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
課
題
の
抽
出

な
ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
４
月
以
降
の

集
団
接
種
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
今
回
の
課

題
を
踏
ま
え
た
改
善
策
を
早
期
に
検
討
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
円
滑
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備

を
進
め
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
克
服
の
た
め
に
は
、
集
団
免

疫
の
確
保
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
感
染
症
対
策
室
を
中
心
に
全
庁
的
な
体

制
で
万
全
を
期
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢　

　
新
た
な
50
年
先
に
向
け
、
そ
の
歩
み
を
着

実
に
踏
み
出
す
た
め
に
、
令
和
３
年
度
は
、

「『
新
た
な
日
常
』へ
の
対
応
と『
豊
か
な
田
園

都
市
』を
目
指
し
た
基
盤
づ
く
り
」を
方
針
に

据
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
進
め
る
中
、最
重
要
課
題
と
し
て「
環
境
施

設
の
更
新
」に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
ま
た
、

次
の
４
つ
の
柱
、１
つ
に
は
、「
安
心
な
子
育

て
環
境
・
教
育
の
充
実
と
次
世
代
育
成
の
推

進
」、
２
つ
に
は「
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
充
実
」、３
つ
に

は「『
豊
か
な
田
園
都
市
』を
目
指
し
た
ま
ち

づ
く
り
」、
４
つ
に
は「『
新
た
な
日
常
』に
向

け
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
信
頼
さ
れ

る
市
政
運
営
」を
定
め
、各
施
策
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　
国
の
指
示
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
優
先
接

種
は
、
医
師
会
の
先
生
方
の
全
面
的
な
協
力

を
い
た
だ
く
中
、
４
月
以
降
市
民
体
育
館
で

集
団
接
種
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
接
種
会

場
運
営
訓
練
で
判
明
し
た
課
題
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
集
団
接
種
に
向
け
万
全
の
準
備
を
進

め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者
施
設
に
お
け

る
接
種
や
在
宅
診
療
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ま

に
つ
い
て
は
、
施
設
や
自
宅
で
接
種
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
医
師
会
な
ど
と
調
整
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
８
日
に
市
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
接
種
を
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
国
・
県
・
市
お
よ
び
関
係

機
関
で
し
っ
か
り
連
携
し
、
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
効
果
・
副
反
応

に
関
す
る
情
報
も
含
め
て
迅
速
か
つ
適
切
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

国
の
電
話
相
談
室
の
紹
介
、
市
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
の
電
話
相
談
、
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」欄
を
設
け
、

し
っ
か
り
と
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
接
種
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、基
本
的
に
、

徒
歩
・
自
転
車
・
自
家
用
車
・
公
共
交
通
を

使
用
し
て
ご
自
分
で
お
越
し
い
た
だ
く
、
ま

た
は
家
族
や
知
人
な
ど
の
送
迎
に
よ
り
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

交
通
手
段
の
な
い
皆
さ
ま
に
つ
い
て
は

「
も
ー
り
ー
カ
ー
」に
加
え
て
、
学
区
ご
と
に

ル
ー
ト
を
設
定
し
運
行
予
定
の
特
別
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
医
療
・
検
査
体
制
の
確
保

　
昨
年
秋
よ
り
医
師
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
市
内
の
多
数
の
診
療
所
に
お

い
て
発
熱
外
来
・
検
査
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
病
床
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
多

数
の
病
院
が
コ
ロ
ナ
病
床
を
提
供
す
る
中
で
、

陽
性
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
克
服
ま
で
、
引
き
続
き
医
師

会
の
皆
さ
ま
や
医
療
機
関
と
連
携
し
、
医

療
・
検
査
体
制
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
ま
す
。

◆
生
活
支
援
策

　
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
困
窮
状
態
か
ら
の
脱
却

を
目
指
し
た
自
立
支
援
や
就
労
支
援
に
つ
い

て
、
庁
内
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
守
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧

な
対
応
や
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
世
帯
の

状
況
を
見
定
め
、
生
活
保
護
制
度
の
活
用
も

図
り
ま
す
。
ま
た
、
守
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
や
地
域
の
支
援
者
と
連
携
し
て「
自
治
会

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」の
実
施
に
よ
り
集
め
ら
れ

た
食
品
も
活
用
す
る
中
、
本
市
の
誇
る
地
域

力
を
活
か
し
た
食
料
支
援
を
実
施
し
、
き
め

細
や
か
な
生
活
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
介
護
施
設
や
障
害
者
施
設
、
保
育
所
な
ど

福
祉
施
設
に
対
し
て
も
必
要
な
対
応
が
行
え

る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
さ
れ
る

自
治
会
に
対
し
て
も「
わ
」で
輝
く
自
治
会
応

援
報
償
事
業
を
活
用
い
た
だ
く
中
で
、
引
き

続
き
地
域
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
経
済
支
援
策

　
引
き
続
き
守
山
商
工
会
議
所
と
密
に
連
携

し
、市
内
事
業
所
の
状
況
や
経
営
課
題
、雇
用

情
勢
な
ど
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
ま
す
。そ
の

う
え
で
、資
金
調
達
支
援
や
販
路
拡
大
支
援
な

ど
、
伴
走
型
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
事
業

者
の
持
続
的
な
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

　
各
種
経
済
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
や

県
の
支
援
策
の
活
用
促
進
を
図
る
中
、
市
の

独
自
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
令
和
３
年
度

に
お
い
て
も
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、

市
内
事
業
者
の
事
業
継
続
お
よ
び
雇
用
確
保

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
独
自
策
と
し
て
は
、３
密
を
避
け
た
市
内

飲
食
店
利
用
推
進
事
業
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商

品
も
対
象
に
加
え
、
さ
ら
に
、
住
宅
・
店
舗
・

施
設
改
修
助
成
事
業
の
対
象
に
社
会
福
祉
施

設
な
ど
を
加
え
る
な
ど
支
援
策
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。ま
た
、小
規
模
事
業
者
持
続
化
事
業

補
助
金
な
ど
に
よ
り
、引
き
続
き
事
業
者
へ
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に「
つ
な
ぐ
守
山
・
産
業

振
興
イ
ベ
ン
ト
支
援
補
助
金
」を
創
設
し
、市

内
農
商
工
水
産
事
業
者
な
ら
び
に
福
祉
事
業

者
が
連
携
し
て
各
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
健
や
か
に

　
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り　

　

小
中
学
校
で
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
消
毒
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
な
ど
が
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、自
ら
感
染
の
リ
ス

ク
を
避
け
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
を
継
続
す
る
中
、子
ど
も
た
ち
が
安
全

で
安
心
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
学
校
休
業
の
際
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、切
れ
目
の

な
い
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、誰
も
が
感
染
者
と
な
り
得
る
可
能

性
が
あ
る
中
で
、感
染
症
で
苦
し
む
人
や
そ
の

家
族
の
皆
さ
ま
が
心
な
い
言
葉
や
差
別
を
受

け
て
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

学
校
で
も
し
っ
か
り
と
指
導
し
ま
す
。

最
重
要
課
題　

環
境
施
設
の
更
新

◆
本
体
施
設

　

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
進
捗
し
て
お
り
、

工
場
棟
の
建
築
工
事
は
完
了
し
、
プ
ラ
ン
ト

工
事
も
主
要
設
備
の
設
置
が
完
了
し
、現
在
、

配
管
工
事
や
、
電
気
工
事
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
、３
月
末
に
は
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

４
月
か
ら
は
、
外
構
工
事
お
よ
び
試
運
転
を

実
施
す
る
な
か
、
予
定
通
り
１0
月
の
稼
働
に

向
け
、
事
業
を
進
め
ま
す
。

◆
新
た
な
ご
み
の
分
別

　
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、
自
治
会
単
位

で
の
説
明
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に

あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
、
周
知
徹
底
を
図

り
ま
す
。

◆
交
流
拠
点
施
設
の
整
備

　
現
在
は
駐
車
場
な
ど
の
外
構
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。４
月
１
日（
木
）に
環
境
政
策
課
お
よ

び
ご
み
減
量
推
進
課
の
移
転
、
４
月
4
日（
日
）

か
ら
一
般
向
け
内
覧
会
、
４
月
１0
日（
土
）に

開
所
式
お
よ
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
４
月
１7
日（
土
）に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
を
は
じ

め
と
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
に
利
用
い
た
だ
き

や
す
い
料
金
体
系
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
明
富
中
学
校
の
水
泳
部
を
創
設
す
る
こ
と

か
ら
、
環
境
学
習
の
推
進
と
合
わ
せ
て
、
本

体
施
設
お
よ
び
交
流
拠
点
施
設
を
含
む
、「
も

り
や
ま
エ
コ
パ
ー
ク
」一
帯
が
、市
民
に
と
っ

て「
環
境
」・「
健
康
」・「
交
流
」を
育は
ぐ
く

む
活
動

拠
点
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

柱
1

安
心
な
子
育
て
環
境
・
教
育
の

充
実
と
次
世
代
育
成
の
推
進

▼
安
心
な
子
育
て
環
境
の
推
進

◆
保
育
の
受
け
皿
の
確
保

　
令
和
３
年
度
当
初
に
、
低
年
齢
児
を
対
象

と
す
る
小
規
模
保
育
所
５
カ
所
の
開
設
に
よ

る
95
人
分
と
３
歳
以
上
児
へ
の
対
応
と
し
て

守
山
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に
よ
る
80

人
分
の
、
合
わ
せ
て
1
7
5
人
分
の
受
入
枠

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
加
え「
預
か
り
保
育
」を
す
べ
て
の

幼
稚
園
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
支
援
の

充
実
と
就
労
世
帯
へ
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
施
政
方
針

令
和
3
年
度
施
政
方
針

活
力
あ
る
住
み
や
す
さ
日
本
一
が
実
感
で
き
る
守
山
の
実
現
を
目
指
し
て

活
力
あ
る
住
み
や
す
さ
日
本
一
が
実
感
で
き
る
守
山
の
実
現
を
目
指
し
て

　

２
月
２５
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
３
月
定
例
月
会
議
で
、
市
長
が
述
べ
た
内
容（
概
要
）を
お
伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新型コロナワクチン接種会場運営訓練の様子
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ま
た
、
将
来
の
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

し
て
、
令
和
４
年
４
月
の
開
設
に
向
け
、
吉

身
六
丁
目
地
先
に
定
員
60
人
規
模
の
中
規
模

保
育
園
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

在
、
そ
の
設
置
・
運
営
事
業
者
の
公
募
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
保
育
人
材
の
確
保
と
定
着
化

　
「
保
育
人
材
バ
ン
ク
」の
活
用
に
加
え
、
公

立
園
で
は
正
規
職
員
比
率
の
さ
ら
な
る
引
き

上
げ
や
積
極
的
な
広
報
活
動
、
民
間
園
に
対

し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
な
ど
を
通

じ
て
保
育
士
な
ど
の
確
保
に
向
け
た
一
層
の

支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た「
保
育
人
材
育
成
施
設
」で
研
修
な
ど

を
受
け
ら
れ
た「
子
育
て
支
援
員
」を
民
間
園

に
斡
旋
す
る
と
と
も
に
、
公
立
園
に
お
い
て

も
積
極
的
に
起
用
し
、
保
育
現
場
で
ご
活
躍

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、令
和
３
年
度
中
に
公
立
全
園（
保

育
園
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
）に「
保
育
業
務

シ
ス
テ
ム
」を
本
格
導
入
し
、業
務
の
効
率
化

と
事
務
負
担
の
軽
減
に
よ
り
、
職
員
の
定
着

化
を
図
り
ま
す
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
利
用
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
度
当
初
か
ら
、
守
山
小
学
校
区
お

よ
び
吉
身
小
学
校
区
に
お
い
て
新
た
な
ク
ラ

ブ
室
を
開
設
し
ま
す
。

▼
教
育
の
充
実
と
次
世
代
育
成
の
推
進

◆
学
校
生
活
・
学
習
支
援
体
制
の
充
実

　
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
少
人
数

学
級
を
継
続
し
、小
学
３
年
生
ま
で
に
望
ま
し

い
生
活
習
慣
、
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
、
確
か

な
基
礎
学
力
の
定
着
が
図
れ
る
よ
う
、一
人
一

人
に
き
め
細
か
な
教
育
を
進
め
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
児
童
生
徒
の
悩
み
や
不
安
の

解
消
に
向
け
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
小
学
校
に
も
配
置
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
相
談
員
な
ど
を

継
続
配
置
し
、
一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
て
教
員

指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
継
続
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
放
課
後
学
習
教
室
の
実
施
や
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
継
続
配
置
な

ど
、
学
校
運
営
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
に
、
１
人
１
台
の
学
習
用
端

末
、普
通
教
室
な
ど
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

高
速
大
容
量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整

い
、
こ
れ
ら
を
活
用
し「
学
ぶ
楽
し
さ
」「
わ

か
る
喜
び
」が
実
感
で
き
る
よ
う
、授
業
改
善

を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
A
I
ド
リ
ル
を

活
用
し
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
を

図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
自
身
の
学
び

を
振
り
返
り
、
学
ぶ
力
を
身
に
着
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

◆
守
山
南
中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事

　

体
育
館
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
、

令
和
４
年
３
月
の
卒
業
式
に
間
に
合
う
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、仮
設
校
舎
が
占
用

し
て
い
た
場
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
復
旧
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

◆�

自
校
方
式
を
活
か
し
た
地
産
地
消
の

　
小
中
学
校
給
食
実
施

　
給
食
費
の
設
定
や
給
食
会
計
の
公
会
計
化
、

守
山
市
学
校
給
食
運
営
協
議
会
の
設
置
な
ど

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
産
地
消
に

関
し
て
は
、
市
独
自
に
目
標
指
標
を
設
定
す

る
中
、
地
場
農
産
物
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー

開
発
や
調
達
方
法
の
検
討
な
ど
に
よ
り
、
地

場
農
産
物
を
通
し
た
食
育
を
実
施
し
ま
す
。

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
９
月
か
ら
守
山

南
中
学
校
に
お
い
て
開
始
し
ま
す
。
給
食
調
理

場
は
６
月
中
旬
の
完
成
予
定
で
あ
り
、学
校
現

場
と
の
連
携
と
し
て
は
、
教
職
員
に
よ
る
小
学

校
給
食
の
視
察
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
給
食
指

導
の
確
認
、調
理
委
託
業
者
に
よ
る
試
し
炊
き

な
ど
に
よ
り
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
守
山
中
学
校
、
守
山
北
中
学
校
お
よ
び
明

富
中
学
校
の
給
食
施
設
の
整
備
は
７
月
上
旬

か
ら
の
工
事
着
手
を
予
定
し
て
お
り
、令
和
４

年
３
月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

◆
こ
ど
も
の
育
ち
連
携

　
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
予
防
教

育
で
は
、令
和
３
年
度
に
市
内
の
モ
デ
ル
校
３

校
の
小
学
４
年
生
を
対
象
と
し
て
、子
ど
も
自

身
が
自
分
の
気
持
ち
を
客
観
的
に
捉
え
て
、心

の
危
機
に
対
し
て
自
力
で
乗
り
越
え
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
り
、
困
っ
て
い
る
人
や
悩
ん
で

い
る
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
り
す
る
力
を

養
う「
こ
こ
ろ
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」を
実
施
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
中
学
１
年
生
へ
の「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
出
し
方
教
育
」、
中
学
２
年
生
へ
の「
誕
生

学
」の
授
業
を
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

◆
家
庭
児
童
相
談

　
相
談
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
と
見
守

り
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、
専
門
性
の
向
上

を
目
的
と
し
た
体
系
的
な
研
修
会
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、一
層
の
虐
待
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

◆
少
子
化
対
策

　
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、現
在
１4
回
分
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、多
胎
妊
婦
に
対
し
て

さ
ら
に
５
回
分
の
費
用
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

　
ま
た
、出
生
数
の
推
移
を
見
る
と
近
年
、減

少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

の
出
発
と
な
る
結
婚
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、国
の
少
子
化
対
策
の
補
助
制
度
を

活
用
し
た
新
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

▼
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備

◆
生
活
支
援
相
談
課
の
設
置

　
「
生
活
支
援
相
談
課
」を
設
け
、
生
活
困
窮
者

な
ど
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
青
・
壮
年

期
の
皆
さ
ま
の
相
談
に
も
幅
広
く
対
応
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、こ
ど
も
の
育
ち
連
携
と
高
齢
者
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
相
談
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
備
し
、
家
庭
全
体
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
連
携
の
強
化

　
関
係
課
に
連
携
担
当
職
員
を
配
置
す
る
中
、

新
た
に
設
置
す
る
重
層
的
支
援
会
議
に
お
い

て
、
各
家
庭
の
支
援
方
針
や
役
割
分
担
な
ど

を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
、
庁

内
一
体
と
な
っ
た
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
支

援
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
保
健
・
福
祉
制
度

の
利
用
は
も
と
よ
り
、
外
部
支
援
団
体
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
福
祉
の
充
実

◆
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

　
介
護
保
険
事
業
計
画

　
急
激
な
高
齢
化
が
見
込
ま
れ
る
２
０
４
０

年
を
見
据
え
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
役
割
を

持
ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
活
躍
で
き
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
認
知

症
対
策
や
、
在
宅
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
高
齢
者
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
に
対

す
る
補
助
制
度
な
ど
に
よ
る
生
活
支
援
や
活

動
の
場
の
拡
大
、
ま
た
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
整
備
な
ど
の
各
種
施
策

の
推
進
に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
さ
ら
な
る
深
化
を
図
り
ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業　

　
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
や
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
指
導
監
督

の
計
画
的
な
実
施
な
ど
に
よ
り
、
適
正
な
運

用
を
図
り
ま
す
。

◆�

介
護
人
材
の
確
保

　
湖
南
4
市
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
協

働
に
よ
る
就
職
フ
ェ
ア
の
実
施
や
市
独
自
の

補
助
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

◆
中
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所

　
地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、地
域
や

関
係
者
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
相
談
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、高
齢
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、３
地
区

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、

75
歳
以
上
の
人
に
も
切
れ
目
な
く
保
健
事
業

と
介
護
予
防
を一体
的
に
実
施
し
ま
す
。

▼
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実

◆
も
り
や
ま
障
害
福
祉
プ
ラ
ン
２
０
２
１

　
こ
れ
ま
で
の「
相
談
支
援
の
充
実
」、「
生
活

支
援
の
充
実
」、「
就
労
支
援
の
強
化
」の
３
つ

の
柱
に
、「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
福
祉
人

材
の
確
保
」を
新
た
な
柱
と
し
て
加
え
、よ
り

一
層
、
障
害
の
あ
る
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
努
め
ま
す
。

◆
福
祉
人
材
の
確
保

　
国・県
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

既
存
制
度
の
見
直
し
や
新
た
な
支
援
制
度
創

設
な
ど
、
市
独
自
の
方
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
障
害
者
施
設
に
お
け
る
人
材
の
確
保
・

定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
社
会
福
祉
施
設
整
備
の
促
進

　
国
庫
補
助
金
を
確
保
で
き
る
よ
う
事
業
所

を
支
援
し
、
国
へ
要
望
す
る
な
ど
、
市
内
で

不
足
す
る
生
活
介
護
事
業
所
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
促
進
を
図
り
、
障
害
の

あ
る
人
の
日
中
活
動
の
場
や
住
ま
い
の
場
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆�

重
い
障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

　
要
望
の
多
か
っ
た
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
回
数
の
拡
充
や
、
災
害
時
な
ど
に
有
効

と
な
る
人
工
呼
吸
器
用
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー

を
日
常
生
活
用
具
の
給
付
対
象
と
し
て
新
た

に
加
え
る
な
ど
、
よ
り
支
援
を
必
要
と
さ
れ

る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
地
域
交
通
の
充
実

◆�

路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

充
実

　
「
高
齢
者
お
で
か
け
パ
ス
」を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
小
浜
線
・
服
部
線
へ
の
ビ
ッ
グ
レ

イ
ク
・
ラ
イ
ン
の
再
編
、「
ス
ー
パ
ー
学
割
定

期
券
」の
エ
リ
ア
定
期
券
化
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
も
ー
り
ー
カ
ー
の
登
録
対

象
者
を
緩
和
し
、
特
定
目
的
地
を
充
実
し
ま

す
。

柱
3

「
豊
か
な
田
園
都
市
」を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

▼
起
業
・
創
業
や

　
企
業
誘
致
に
よ
る
活
性
化

◆
起
業
創
業

　

商
工
会
議
所
と
連
携
し
た
創
業
関
連
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や「
し
ご
と
は
じ
め
支
援
協

議
会
」を
通
じ
た
創
業
支
援
の
取
り
組
み
を

進
め
る
ほ
か
、
国
・
県
の
関
係
機
関
や
地
域

の
金
融
機
関
な
ど
の
支
援
機
関
と
起
業
家
間

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
中
で
、

民
主
導
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
を
挙
げ
た
起
業
支
援
の
機
運
醸
成
と
体
制

整
備
、
さ
ら
に
若
い
世
代
の
人
材
育
成
を
通

し
て
、
市
内
外
か
ら
起
業
家
の
集
ま
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　
新
た
に
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
る
横
江

地
先
に
お
け
る
企
業
誘
致
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
総
点
検

を
行
う
中
で
、
特
に
産
業
フ
レ
ー
ム
の
在
り

方
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

▼
農
水
産
業
の
振
興

◆
モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
の
生
産
力
向
上

　
農
業
大
学
校
な
ど
へ
の
P
R
活
動
や
就
農

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
に
よ
り
新
規

就
農
者
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
生

産
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
を
は
じ
め
、ナ
シ
、

柱
2

高
齢
者
・
障
害
者
等
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
充
実
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▼�

信
頼
さ
れ
る
安
全
安
心
な�　

都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

◆
野
洲
川

　
国
で
は
、新
た
に
国
土
強き
ょ
う

靭じ
ん
化
５
ヵ
年
加
速

化
計
画
を
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、河
道

内
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

お
よ
び
掘
削
を
実
施
い
た
だ
く
予

定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

◆�

国
県
事
業

　
国
道
８
号
野
洲
栗
東
バ
イ
パ
ス
、県
道
片
岡

栗
東
線
の
４
車
線
化
、国
道
4
7
7
号
バ
イ
パ

ス
、
大
津
湖
南
幹
線
の
北
伸
、
琵
琶
湖
大
橋
取

付
道
路
の一部
４
車
線
化
な
ど
の
道
路
事
業
、

ま
た
、
新
守
山
川
改
修
事
業
、
天
神
川
バ
イ
パ

ス
事
業
、法
竜
川
改
修
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
市
事
業

　
栗
東
市
と
の
共
同
事
業
で
あ
る
大
門
野
尻

線
に
つ
い
て
、令
和
８
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
・
安
心
に
通
園
・
通
学
、
ま
た
、
お

散
歩
が
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
通
学
路
な
ど

の
安
全
確
保
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
道
路
・
河
川
の
維
持
管
理

　
安
全
で
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、低
木
剪せ
ん

定て
い
や
除
草
回
数
を
確
保

し
、
加
え
て
、
幹
線
道
路
を
中
心
に
街
路
樹
な

ど
の
高
木
剪
定
回
数
を
増
や
す
な
ど
の
拡
充

を
行
い
ま
す
。
河
川
に
つ
い
て
も
、
浸
水
被
害

の
解
消
と
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す
べ
く
、
護

岸
改
修
や
浚
渫
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
上
下
水
道

　
上
下
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
計

画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
速
野
ポ
ン
プ

場
の
機
器
更
新
や
１１
月
に
完
了
予
定
の
洲
本

配
水
場
耐
震
化
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

◆
守
山
駅
周
辺
の
渋
滞
対
策

　
今
日
ま
で
実
施
し
た
渋
滞
実
態
調
査
お
よ

び
研
究
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
専
門

家
の
意
見
も
聴
取
し
な
が
ら
、
駅
前
西
口

ロ
ー
タ
リ
ー
再
整
備
に
つ
い
て
、
費
用
対
効

果
面
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

▼�

新
庁
舎
整
備
の
推
進
と
次
世
代

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

◆
新
庁
舎
整
備

　
新
庁
舎
の
D
B（
実
施
設
計
お
よ
び
施
工
）

事
業
者
に
つ
い
て
2
月
22
日
に
審
査
し
、
2

月
24
日
に
落
札
者
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
国
の
市
町
村
役
場
緊
急
保
全
事
業

の
要
件
で
あ
る「
令
和
２
年
度
中
の
実
施
設

計
の
着
手
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
新
庁
舎
で
の「
新
し
い
働

き
方
」を
見
据
え
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
・
推

進
を
反
映
す
る
中
、
実
施
設
計
を
と
り
ま
と

め
、
９
月
か
ら
先
行
解
体
工
事
に
着
手
、
令

和
４
年
１
月
に
は
新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

▼
I
C
T
施
策
の
推
進

◆
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
の
導
入

　
令
和
２
年
度
に
試
験
導
入
し
て
い
た
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
を
本
格
的
に
導
入
し
、
迅
速

で
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有
、
職
員
の
生
産
性

向
上
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

◆�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
国
の
計
画
と
し
て
、
令
和
４
年
度
末
に
は

全
国
民
に
行
き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
治
会
館
や
地
区
会
館
お
よ
び

公
共
施
設
へ
積
極
的
に
出
向
い
て
申
請
受
け

付
け
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
を
図

り
ま
す
。

▼
財
政
規
律
・
職
員
育
成

◆
財
政
規
律
の
堅
持

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
経

済
情
勢
の
悪
化
を
招
き
、
本
市
に
お
い
て
も
令

和
２
年
度
お
よ
び
令
和
３
年
度
の
市
財
政
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、特
に
市
税
収
入
の
大
幅

な
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
財
政
見
通
し
で
は
想
定
し
て
い
な

かっ
た
事
態
で
す
が
、
基
金
の
効
果
的
な
活
用

と
あ
わ
せ
、国
の
感
染
症
拡
大
防
止
や
経
済
活

動
回
復
へ
の
財
政
支
援
も
あ
り
、
環
境
施
設
の

更
新
、
新
庁
舎
や
中
学
校
給
食
施
設
の
整
備

な
ど
の
大
規
模
事
業
に
つ
い
て
は
予
定
ど
お

り
の
事
業
進
捗
が
図
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
対
し
て
、経
常
的
な
事
業
経
費
と
し
て
は
、

給
食
運
営
事
業
の
公
会
計
化
や
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
に
伴
う
小
中
学
生
１
人
１
台
の

端
末
整
備
、
市
民
の
環
境
・
健
康
・
交
流
の

拠
点
と
な
る
交
流
拠
点
施
設
の
開
設
な
ど
に

よ
る
物
件
費
の
増
加
と
と
も
に
、行
政
ニ
ー
ズ

の
拡
大
に
伴
う
職
員
増
員
な
ど
に
よ
る
人
件

費
、
子
育
て
支
援
や
障
害
福
祉
、
生
活
保
護

と
いっ
た
扶
助
費
、い
わ
ゆ
る
義
務
的
経
費
の

増
加
は
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
懸
念
が
あ
り
、

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
財
政
運
営

が
迫
ら
れ
る
状
況
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
に
は
、
引

き
続
き
の
健
全
財
政
の
堅
持
に
向
け「
第
５

次
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
策
定
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
見
直
し
、
I
C
T
活
用
に
よ
る
働

き
方
改
革
、「
新
し
い
生
活
様
式
」に
対
応
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
反
映
し
た「
次
期
行
政

経
営
方
針
」を
策
定
し
ま
す
。

◆
広
報
・
広
聴

　
広
報
も
り
や
ま
、
お
で
か
け
市
長
室
、
市

政
報
告
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
政
の
課
題
お

よ
び
解
決
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を

市
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
職
員
育
成

　
職
員
一
人
一
人
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

常
に
意
識
し
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
繰
り
返
し
倫
理
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
新
し
い
生
活
様
式
に
即
し
た
業
務
の
実
施

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
し
、
積
極
的
に
事
務
の
効
率
化
・
業

務
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に

従
来
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず「
前
向
き
に

挑
戦
」す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。「
市
民
へ
の
約
束
」の
実
践
は
も

と
よ
り
、
互
い
に
連
携
し
相
談
し
合
う
風
通

し
の
良
い
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
し
っ
か
り
と
し
た
人
事
評
価
の

も
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る

職
員
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
、
守
山
矢
島
か
ぶ
ら
な
ど

の
本
市
特
産
物
の
Ｐ

Ｒ
、
地
産
地
消
や
販

路
拡
大
な
ど
に
つ
い

て
は
、「
も
り
や
ま
食

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動

を
中
心
に
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

◆
農
業
の
支
援

　
旧
野
洲
川
畑
地
帯
を
重
点
に
耕
作
放
棄
地

を
解
消
す
る
た
め
の
制
度
を
新
た
に
創
設
し
、

経
営
規
模
の
拡
大
を
目
指
す
担
い
手
農
家
へ

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
組
合
や
土

地
改
良
区
が
実
施
す
る
農
業
生
産
基
盤
整
備

事
業
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
水
産
業
の
振
興

　
農
業
と
連
携
し
た「
ゆ
り
か
ご
水
田
事
業
」

や
び
わ
湖
産
魚
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、県
と
連

携
し
、漁
業
者
な
ど
に
よ
る
水
産
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
事
業
な
ど
に
よ
り
、び
わ
湖
の
水
環

境
と
生
態
系
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
環
境
学
習
都
市
に
向
け
た
取
り
組
み

◆
環
境
学
習
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実

　
「
も
り
や
ま
エ
コ
パ
ー
ク
」交
流
拠
点
施
設

に
お
い
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

く
学
べ
る
環
境
学
習
講
座
や
、
環
境
フ
ェ

ア
・
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
中
高
生
が
環
境
活
動
を
取
材
し
、
動

画
で
発
信
す
る「
ま
ち
の
話
題
発
信
事
業
」や
、

耕
作
体
験
を
通
し
た
環
境
学
習
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
を
目
指
す「
30
～
40
歳
代
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
事
業
」な
ど
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り

◆
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の
実
施

　
５
月
23
日（
日
）に
、
民
間
主
催
で
、
本
市

の
湖
岸
地
域
に
お
い
て
初
の
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、同
日
、

「
ヤ
ン
マ
ー
カ
ッ
プ
2
0
2
1
」も
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

◆
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

本
年
夏
の
開
催
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
５
月
27
日（
木
）に
は
、
本
市

に
お
い
て
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
ま
た
８

月
に
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ト
ル
コ

共
和
国
の
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
と
視
覚
障
害
者

柔
道
代
表
選
手
の
大
会
事
前
合
宿
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
市
立
図
書
館

　
今
後
も
、感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
、

本
に
親
し
ん
で
も
ら
う
機
会
づ
く
り
に
努
め
、

新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。
北
部
図
書
館
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
令
和
３
年
度
内
を
め
ど
に
、
基
本

設
計
・
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

◆�

ル
シ
オ
ー
ル�

ア
ー
ト�

キ
ッ
ズ�

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
取
り
巻
く
今
、
芸
術

の
火
を
消
さ
な
い
た
め
に
５
月
30
日（
日
）、

祝
祭
を
テ
ー
マ
に「
第
１0
回�

ル
シ
オ
ー
ル�

ア
ー
ト�

キ
ッ
ズ�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開

催
し
ま
す
。

◆
伊
勢
遺
跡
の
整
備

　
引
き
続
き
、
国
・
県
、
地
域
な
ど
と
協
議

を
行
う
中
、
現
在
進
め
て
い
る
展
示
施
設
な

ど
主
要
施
設
の
建
築
に
か
か
る
実
施
設
計
や

第
１
次
整
備
地
区
の
造
成
工
事
を
完
了
さ
せ

る
な
ど
、
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

▼�

市
民
や
自
治
会
な
ど
と
連
携
し

た
活
性
化
の
取
り
組
み

◆
自
治
会
活
動
へ
の
支
援

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」の
中
で
地
域
に
お
け

る
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
応
援

報
償
事
業
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

◆
空
き
家
対
策

　
「
守
山
市
空
家
等
対
策
計
画
」を
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、市
内
全
域
に
お
い
て
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
空
き
家
の
利
活
用

を
進
め
、
本
市
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
50
周
年
記
念
事
業

　
７
月
3１
日（
土
）に
、「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
♪　

守
山
音
頭
」と
題
し
て
、「
50
周
年
復
活
！
総

お
ど
り
」を
も
り
や
ま
夏
ま
つ
り
と
同
時
開

催
す
る
予
定
で
す
。
８
月
1
日（
日
）に
は
、

「
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
」を
挙
行
し
、

午
前
に
式
典
を
、
午
後
か
ら
は
記
念
講
演
を

行
い
ま
す
。９
月
26
日（
日
）に
は
、「
私
た
ち

が
守
山
の
未
来
を
つ
く
る
中
高
生
サ
ミ
ッ

ト
」、
１１
月
１4
日（
日
）に
は
、「
び
わ
湖
吹
奏

楽
フ
ェ
ス
タ
」と
題
し
て
、ま
ち
な
か
で
の
祝

賀
パ
レ
ー
ド
や
祝
賀
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

柱
4

「
新
た
な
日
常
」に
向
け
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

と
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

▼
防
災
・
防
犯
対
策
の
強
化

◆
防
災
対
策

　
３
月
に
、
改
訂
版
の
防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
に

配
布
し
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
連
携
に

よ
る
防
災
の
取
り
組
み
を一層
推
進
し「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、中
洲
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

更
新
し
必
要
な
装
備
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
防
災
士
研
修
の
受
講
促
進
を
図
り
ま
す
。

◆
防
犯
対
策

　
地
域
の
見
守
り
力
向
上
と
万
一
の
事
件
発

生
や
不
審
者
の
出
現
に
備
え
、
自
治
会
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
お
よ
び
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
購

入
に
か
か
る
補
助
制
度
を
継
続
し
ま
す
。
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４月１日（木）から路線バスが再編されます 問�都市計画・交通政策課　☎・有 �（582）1132　5（582）6947
　近江鉄道株式会社 自動車部　☎0749（22）3306

　近江鉄道株式会社の小浜線・服部線・ビッグレイクラインが統合・再編され、利用しやすく効率的な運行に変更されます。
　路線バス運行事業者は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で利用者が減少し、以前にも増して経営が厳しい状況にあります。
　そのような中でも、利用者に安心して利用してもらうために、車両の消毒や換気、乗務員の体調管理などの感染拡大防止対策 を徹底しています。
　路線バスの維持・充実のために、これからは外出時の移動手段を路線バスに変更していただくなど、積極的にご利用ください ますよう、ご協力をお願いします。 　４月１日（木）有効分から近江鉄道株式会社のスーパー学割定期券はバスICOCA定期券（エリア定

期）として発売され、堅田駅発着の定期券は江若交通株式会社のみ販売されます。
　なお、スーパー学割定期券、高齢者おでかけパスともに、近江鉄道株式会社と江若交通株式会社
のどちらのバスも利用できます。

守山駅西口守山駅西口

市立埋蔵
文化財
センター

市立埋蔵
文化財
センター

野洲川歴史公園
サッカー場
野洲川歴史公園
サッカー場

服部服部
服部東服部東

新庄新庄

守山北高校前守山北高校前

笠原笠原
小村小村

中町中町
田中田中

喜多喜多

川田川田

新阿比留口新阿比留口

鳩の森公園東鳩の森公園東
旭化成河西
ニュータウン東口
旭化成河西
ニュータウン東口

播磨田口播磨田口
八代団地八代団地

元町北元町北
  守山市民病院  守山市民病院

元町南元町南
泉町泉町

守山銀座守山銀座
栄町栄町

守山駅

もりやま
エコパーク
もりやま
エコパーク

錦の里
（イオンタウン野洲）
錦の里

（イオンタウン野洲）

守山駅西口守山駅西口

幸津川南幸津川南

立田立田

水保水保

洲本洲本

矢島矢島
矢島南口矢島南口

赤の井赤の井
赤の井別院赤の井別院

布施野口布施野口

石田石田
日精団地前日精団地前

守山中学校前守山中学校前
下の郷下の郷
下の郷東下の郷東
滋賀県立
総合病院口
滋賀県立
総合病院口
守山町公園守山町公園

元町南元町南
泉町泉町
守山銀座守山銀座

栄町栄町

守山駅

幸津川幸津川

小児保健医療センター前小児保健医療センター前

守山高校北口守山高校北口

滋賀県立総合病院滋賀県立総合病院

下新川神社前下新川神社前

小浜小浜

もりやま
エコパーク
もりやま
エコパーク

びわこ地球市民の森
おうみんち前
びわこ地球市民の森
おうみんち前

錦の里
（イオンタウン野洲）
錦の里
（イオンタウン野洲）

●小浜線
守山駅発→小浜行き・錦の里（守山駅発→小浜行き・錦の里（イオンタウン野洲イオンタウン野洲）行き）行き

守山駅 総合
病院口 赤の井 洲本 おうみ

んち前
もりやま

エコ
パーク

小浜
イオン
タウン
野洲

8:10 8:19 8:26 8:29 8:29 8:39 8:51
10:05 10:13 10:20 10:23 10:23 10:33 10:38
11:05 11:14 11:21 11:24 11:24 11:34 11:46
12:05 12:14 12:21 12:24 12:24 12:34 12:46
15:05 15:13 15:20 15:23 15:23 15:33 15:38
17:05 17:11 17:18 17:22 17:22 17:35
18:35 18:41 18:47 18:50 18:50 19:03
20:05 20:11 20:17 20:20 20:20 20:33
21:07 21:14 21:21 21:24 21:24 21:34 21:46
※※�� ��色は土・日曜日、祝日運休色は土・日曜日、祝日運休

錦の里（錦の里（イオンタウン野洲イオンタウン野洲）発・小浜発→守山駅行き）発・小浜発→守山駅行き
イオン
タウン
野洲

小浜
もりやま

エコ
パーク

おうみ
んち前 洲本 赤の井 総合

病院口 守山駅

6:18 6:29 6:36 6:38 6:40 6:50 7:02
6:37 6:48 6:55 6:57 6:59 7:09 7:21
8:54 9:05 9:11 9:13 9:16 9:27 9:40

10:40 10:45 10:54 10:56 10:59 11:10 11:22
11:46 11:57 12:03 12:05 12:08 12:19 12:32
12:46 12:57 13:03 13:05 13:08 13:19 13:32

15:40 15:45 15:54 15:56 15:59 16:10 16:22
17:40 17:46 17:47 17:50 17:57 18:10
19:05 19:11 19:12 19:15 19:22 19:35
20:35 20:41 20:42 20:45 20:52 21:05

※※�� ��色は土・日曜日、祝日運休色は土・日曜日、祝日運休

●服部線
守山駅発→もりやまエコパーク行き・錦の里（守山駅発→もりやまエコパーク行き・錦の里（イオンタウン野洲イオンタウン野洲）行き）行き

守山駅
守山
市民
病院

旭化成
河西ＮＴ

東口
笠原 服部

埋蔵
文化財
センター

イオン
タウン
野洲

もりやま
エコ

パーク
7:55 7:59 8:05 8:15 8:19 8:20 8:33
9:10 9:14 9:20 9:30 9:34 9:35 9:50

12:35 12:39 12:45 12:55 12:59 13:00 13:13
15:35 15:39 15:45 15:55 15:59 16:00 16:15
17:50 17:54 18:00 18:10 18:14 18:15 18:26
19:20 19:24 19:30 19:40 19:44 19:45 19:56
20:45 20:49 20:55 21:05 21:09 21:10 21:21

錦の里（錦の里（イオンタウン野洲イオンタウン野洲）発・もりやまエコパーク発→守山駅行き）発・もりやまエコパーク発→守山駅行き
もりやま

エコ
パーク

イオン
タウン
野洲

埋蔵
文化財
センター

服部 笠原
旭化成
河西ＮＴ

東口

守山
市民
病院

守山駅

6:54 7:01 7:02 7:05 7:13 7:19 7:30
8:33 8:41 8:42 8:45 8:53 8:59 9:10

9:55 10:06 10:07 10:10 10:18 10:24 10:35
14:15 14:23 14:24 14:27 14:35 14:41 14:52
15:54 16:01 16:02 16:05 16:13 16:19 16:30

17:00 17:11 17:12 17:15 17:23 17:29 17:40
18:26 18:33 18:34 18:37 18:45 18:51 19:02
19:56 20:03 20:04 20:07 20:15 20:21 20:32

※※�� ��色は土・日曜日、祝日運休色は土・日曜日、祝日運休

時刻表

小浜線 服部線
◎路線地図◎◎路線地図◎ ◎路線地図◎◎路線地図◎

★路線再編のポイント
・ビッグレイクラインを廃止し、小浜線・服部線に集約されます。・ビッグレイクラインを廃止し、小浜線・服部線に集約されます。
・小浜線に「もりやまエコパーク経由小浜行き」と「小浜経由錦の里（イオンタウン野洲）行き」ができます。・小浜線に「もりやまエコパーク経由小浜行き」と「小浜経由錦の里（イオンタウン野洲）行き」ができます。
・小浜線に「びわこ地球市民の森 おうみんち前」の停留所が新設されます。・小浜線に「びわこ地球市民の森 おうみんち前」の停留所が新設されます。
・服部線は「錦の里（イオンタウン野洲）行き」と「もりやまエコパーク行き」になります。・服部線は「錦の里（イオンタウン野洲）行き」と「もりやまエコパーク行き」になります。

◇�小浜線・服部線の詳しい◇�小浜線・服部線の詳しい
時刻表は、市ホームペー時刻表は、市ホームペー
ジをご覧ください。ジをご覧ください。

★定期券販売場所
　・近江鉄道株式会社 近江トラベル守山支店（JR守山駅西口 セルバ守山 1階）　☎（583）8103
　・江若交通株式会社（スーパー学割定期券のみ販売）
　　本社（大津市真野一丁目1―62）　☎（573）2701
　　堅田営業所（大津市本堅田六丁目29―18）　☎（572）0374

お得なバス乗車券（スーパー学割定期券・高齢者おでかけパス）を
販売しています
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ホームページ

　デマンド乗合タクシー
　「もーりーカー」の制度を改正します

　乗降場所と特定目的地をつなぐデマンド乗合タクシー「もーりーカー」がより便利になるよう、４月１日（木）から
下記のとおり改正します。なお、利用するには上記または各地区会館で事前登録が必要です。

■利用対象者
守山市に居住する人のうち、運行車両への乗り降りに介助または介護が必要でなく、以下のいずれかに該当する人
①満75歳以上の人
②満65歳以上で、運転免許証または自家用車を所持していない人
③身体的な理由などで、運転免許証を取得できないまたは車の運転ができない人
④3歳までの乳幼児を伴って移動する保護者
⑤妊娠中の人
⑥�市役所、市立図書館、もりやまエコパーク、市民体育館、防災センターのみを利用する人（年齢などに関係なく利
用できます）

⑦公益社団法人守山市シルバー人材センター、守山市老人クラブ連合会の会員
■予約方法
　利用者登録後、利用する2週間前～前日の午前8時30分～午後6時に近江タクシー［☎（583）　１１33］へ、当日予約
（午前１0時以降の利用のみ）は利用する１時間前までに近江タクシーまたは守山タクシー［☎（582）　2590］へ電話で
予約してください。
■運行日・運行時間
　年末年始（１2月29日～１月3日）を除く、毎日午前8時から午後5時
■利用料金
　300円/人（障害者手帳などを持つ人、中学生以下の児童・生徒は１50円/人）
■乗降場所
　市内3４2ヵ所（詳しくは、市ホームページまたは都市計画・交通政策課や地区会館で配布しているパンフレットを
ご覧ください）

問�都市計画・交通政策課　☎・有（582）1132　5（582）6947

●特定目的地の追加・変更
①�新型コロナワクチン集団接種に備え、誰でも利用ができる特定目的地に「市民体育館」と「防災センター」を
追加します。

②特定目的地に「守山警察署」と「おうみんち」を追加します。
③「環境センター」から「もりやまエコパーク」に名称を変更します。
●登録要件を緩和
①�公益社団法人守山市シルバー人材センター、守山市老人クラブ連合会の会員は誰でも利用登録できるよう
になります。

②利用対象者を「守山市民」から「守山市に居住する人」に緩和します。

① 済生会守山市民病院 ⑫ 老人憩いの家交流広場 ㉙ 伊勢遺跡
② 滋賀県立総合病院 ⑬ 北公民館 ㉚ びわこ地球市民の森
③ 小児保健医療センター ⑭～⑳ 地区会館（７学区） ㉛ 佐川美術館
④ 守山市役所 ㉑ モリーブ ㉜ 野洲川立入河川公園
⑤ すこやかセンター ㉒ 大庄屋諏訪家屋敷 ㉝ 野洲川川田河川公園
⑥ 市立図書館 ㉓ もりやまエコパーク ㉞ 市民体育館
⑦ あまが池プラザ ㉔ 美崎公園 ㉟ 防災センター
⑧ エルセンター ㉕ ビッグレイク ㊱ 守山警察署
⑨ 市民ホール ㉖ もりやま芦刈園 ㊲ おうみんち
⑩ ＪＲ守山駅西口 ㉗ 近江妙蓮公園
⑪ ＪＲ守山駅東口 ㉘ 下之郷史跡公園

■特定目的地（市内　37ヵ所）

もりやまエコパーク交流拠点施設の内覧会を行いますもりやまエコパーク交流拠点施設の内覧会を行います
問ごみ減量推進課　☎・有（582）1121　5（583）3911

　４月１7日（土）のもりやまエコパーク交流拠点施設グランドオープン（通常営業開始）前に、市民の皆さまが施
設内を見学できる内覧会を実施します。また、４月１0日（土）にアテネオリンピック金メダリストの柴

しば

田
た

�亜
あ

衣
い

さんによる講演会とクロールの水泳教室を実施します。
内覧会（見学のみ）
時�４月４日（日）、6日（火）～8日（木）
　午前１0時～午後6時
対�市内在住の人　￥�無料　
他�申込不要。混雑時は入場制限あり。
※��駐車場は約90台。バスでお越しの人
は、１0・１１頁をご覧ください。

環境センター環境センター

幸津川集落センター幸津川集落センター

幸津川郵便局幸津川郵便局 ●

交流拠点施設

市立
明富中学校
市立
明富中学校

国
道
47
7号

国
道
47
7号

●

●

●

立田町

もりやまエコパーク

4月1日（木）から多目的ホール、環境学習室、工作室、キッ
チンスペースの貸館受け付けを開始します。受付方法は、
3月25日（木）からホームページ（https://www.moriyama-
ecic.com）などでご案内します。なお、貸館の利用開始日
は４月１7日（土）です。

オープニングイベント�柴田 亜衣さんの講演会と水泳教室
講演会（無料）
時�４月１0日（土）午前１１時30分～正午　定�先着80人
対�市内在住の小中学生
水泳教室（無料）
時�４月１0日（土）午後１時～2時　定�先着30人
対�市内在住の25ｍ以上泳げる小中学生
持�水着、水泳キャップ、ゴーグル、タオル
いずれも
所�もりやまエコパーク交流拠点施設
申�3月30日（火）午前１0時から電話で下記へ申し込み。来館での申
し込みは不可。

問�もりやまエコパーク交流拠点施設　☎（584）4693

守山市PRキャラクター
「もーりー」

Android版iOS版

　　　　 No.93

クルちゃんの つ ぶ や き

　１0月からの新環境センター稼働に伴う指定ごみ袋
の見直しにより、現行の焼却ごみと破砕ごみの指定ご
み袋の使用期限は令和４年3月3１日（木）となってい
ます。
　期限まで約１年間ありますので、計画的に購入し、
期限内に使い切ってください。
　トレイ類の指定ごみ袋の使用期限は9月30日（木）
ですが、１0月１日（金）から令和４年3月3１日（木）ま
で新指定ごみ袋と差額交換を行います。
　なお、新指定ごみ袋の販売は9月ごろから開始します。

問�ごみ減量推進課
　☎・有（582）1121　5（583）3911

現在使っている、焼却ごみと
破砕ごみの指定ごみ袋の
使用期限は、令和4年
3月31日（木）までだよ

ご み 分 別
ア プ リ
配 信 中

問�市消費生活センター（市民協働課内）　
　☎・有 �（582）1148　5（583）3911

消費生活センター情報

解約ができない定期購入

36No.

　検索サイトやSNS、ホームページなどで通常価格
より低価格で購入できるような表示をする一方で、
数ヵ月間の定期購入が条件になっている通信販売
の相談が多く寄せられています。「１回だけ」のつも
りが2回目の商品が届き、解約したくても「電話が通
じない」「メールの返信がない」など、業者と連絡が
取れずに困るということがあります。また最近では、
SNSを利用した解約方法しかないという業者もあ
り、パソコンやスマートフォンなどを使い慣れていな
い場合、解約するハードルが高くなってしまいます。
　申し込みの際は、自分がどのような商品・コース
を、どのような条件で申し込みをするかだけでなく、
解約方法もきちんと確認しておくようにしましょう。
新型コロナウイルス感染症の影響から、家に居るこ
とが増えた今、インターネット通販は大変便利なツー
ルです。トラブルにあわないためにも、うまい言葉に
は惑わされず、慎重な判断を心掛けましょう。

もりやまエコパーク
交流拠点施設
ホームページ
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守山市緑の少年団
新入団員を募集します

人権尊重のまちづくり推進
協議会委員を募集します

　緑の少年団では、緑に親しみ、緑を愛し、緑を守
り・育てる活動をしています。緑の少年団で一緒に
活動しませんか。
対�市内の新小学3～6年生
￥�2,000円/年
※��初年のみ別途制服・制帽代１,000円要。野外活動
参加費を別途例年１,000円程度徴収。

【主な活動】
○緑の募金街頭運動
○�花の植え替えなどの
美化活動
○�夏の野外学習キャン
プ
○野洲川での生物観察
○�福祉施設訪問奉仕活
動　など

申�随時下記へ申し込み
問�緑の少年団事務局（土木管理課内）
　☎・有 �（582）1134　5（582）6947
　 dobokukanri@city.moriyama.lg.jp

　会議（年2回平日に実施）で、人権施策の推進に関す
ることについて意見を述べる委員を募集します。
任期　委嘱日～令和5年3月3１日
対�市内在住・在勤または市内で人権に関する活動を
している、令和3年４月１日現在満１8歳以上の人
（国・地方公共団体の議員、常勤の公務員および市
が設置しているほかの審議会などの委員を委嘱さ
れている人を除く）

定�2人
申�４月2日（金）までに応募書と人権尊重のまちづく
りに関する意見（１,000字程度。書式自由）を記入
し、郵送、メールまたは直接下記へ提出。応募書
は各地区会館、下記に設置または市ホームページ
からダウンロード。

他・報酬あり（5,000円/回）
　・�選考結果は、応募者全員に通知します。
問�〒524―8585　吉身二丁目5-22　人権政策課
　☎・有（582）1116　5（582）0539
　 �jinkenseisaku@city.moriyama.lg.jp

市制施行50周年記念事業

問�〒524-8585 吉身二丁目5-22
　守山市制施行50周年記念事業推進委員会事務局（企画政策課内）
　☎・有 �（582）1162　5（582）0539

私たちが守山の未来をつくる中高生サミット
参加者募集

　「Think�Globally,�Act�Locally（地球規模で考え、足元から行動せよ）」の考えのもと、地域の皆さまへのインタ
ビューやフィールドワークを通して市の歴史や課題を知り、市の課題（「教育」「環境」など）に対して「自分たち
が地域にできることとは何か」を考え、大人との意見交換会（中高生サミット）を行う中学生・高校生を募集しま
す。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

対�市内在住または在学の中学生・高校生　定�20人程度
申�４月１5日（木）までに所定の応募用紙に必要事項を記入し、郵送または直接上記へ提出。応募用紙は上記に設
置。市ホームページからダウンロードも可。

活動期間　6月～9月26日（日）
※�9月26日（日）開催の大人との意見交換会（中高生サミット）まで、月１回程度のミーティングや
フィールドワークなどを実施します。
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狂犬病予防集合注射を実施します
～飼い主は、必ず予防注射を受けさせてください～

令和３年度 犬の登録と狂犬病予防集合注射 巡回日程（雨天決行）
月日 時刻 会場 担当獣医師

4月15日
（木）

午前9時３0分～10時 服部町自治会館 金子 宗平（守山しっぽ動物病院）　　   　
小西 正浩（こにし動物クリニック）　　  

【待機獣医師】
八木 良樹（くすの木動物病院）
☎（5７6）７７00

午前10時20分～10時50分 中洲会館
午前11時10分～11時40分 立田集落センター
午後1時～1時３0分 北公民館
午後1時50分～2時３0分 下之郷史跡公園

4月16日
（金）

午前9時３0分～10時 美崎自治会館 橋本 夏彦（草津犬猫動物病院）
坂口 裕隆（坂口どうぶつ病院）

【待機獣医師】
由里 和世（NISHIDAペットクリニック）　　　　
☎（585）6７７6

午前10時20分～10時50分 中野小林中央公園 （第３公園）
午前11時10分～11時40分 ネオ・ベラヴィータ守山 第1集会所
午後1時～1時40分 速野会館
午後2時～2時３0分 今浜自治会館

4月20日
（火）

午前9時～9時３0分 立入会議所
小松 繁司（小松動物病院） 
吉川 昌宏（やぐらどうぶつクリニック）　

【待機獣医師】
北田 繁樹（モリヤマ動物病院）　　　　　
☎（58３）800３

午前9時50分～10時20分 浮気自治会館
午前10時40分～11時10分 千代町公民館
午前11時３0分～正午 伊勢町自治会館
午後1時～1時40分 勝部自治会火まつり交流館
午後2時～2時３0分 エルセンター

4月21日
（水）

午前9時～9時３0分 喜多自治会館 石田 龍一（いしだ動物病院）
金子 宗平（守山しっぽ動物病院）　　　　　

【待機獣医師】
木村 剛（木村獣医科病院）
☎（58３）７228

午前9時50分～10時３0分 河西ニュータウン鳩の森会館
午前10時50分～11時３0分 河西会館
午後1時～1時40分 市民運動公園（第３駐車場）
午後2時～2時40分 市役所 車庫前

5月11日
（火）

午前9時～9時３0分 玉津会館
竹谷 元喜（アーク動物病院） 
谷出 恭子（カナヤ犬猫病院）
 【待機獣医師】
古池 敏英（フルール動物病院） 
☎581（３210）

午前9時50分～10時20分 杉江町自治会館
午前10時40分～11時10分 小津会館
午前11時３0分～正午 金森自治会館
午後1時10分～1時40分 古高町公民館
午後2時～2時40分 市役所 車庫前

5月14日
（金）

午前9時～9時40分 市民運動公園（第３駐車場）
前川 卓哉（マエカワ動物病院）
石田 龍一（いしだ動物病院）　　　　　　　　       

【待機獣医師】
金子 宗平（守山しっぽ動物病院）
☎（5７5）0286

午前10時～10時40分 小津会館
午前11時～11時40分 玉津会館
午後1時～1時40分 河西会館
午後2時～2時40分 速野会館
午後３時～３時40分 中洲会館

問�環境政策課　☎（582）1154　5（583）3911

　狂犬病の発生を防ぐために、室内犬・室外犬を問わず、生後9１日以上の犬には、年１回の接種が法律で義務付け
られています。
￥�3,500円（注射および注射済票交付手数料）　※�犬の登録を行う場合は、別途登録料3,000円要
持�登録カード（愛犬カード）、必要事項を記入した問診票、狂犬病予防集合注射受付票のはがき（3月中旬に発送）、ト
イレの始末用のビニール袋や水

他・�犬を制御できる人が連れて来てください。
　・�犬の体を清潔にしておいてください。
　・�注射後は、ごくまれに注射による副作用が出ることがあるので、犬の様子をよく観察してください。異常が認
められた場合は、すみやかにその日の待機獣医師などに連絡してください。

　・�動物病院でも狂犬病予防注射の接種ができます。最寄りの動物病院一覧は、公益社団法人滋賀県獣医師会のホー
ムページで確認してください。

　・犬が死亡している場合や住所を変更したなど登録内容に変更がある場合は、環境政策課へ連絡してください。
　・�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となる場合があります。最新の情報は、市ホームページを確
認してください。またマスクの着用など、感染予防対策にご協力ください。
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活

動
希
望
日
が
重
複
す
る
場
合
は
調
整
を
行
い

ま
す
）

申�

４
月
１
日（
木
）～
８
日（
木
）午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
は
正
午
ま
で
）に
申

請
書
を
直
接
左
記
へ
提
出
。申
請
書
は
各
地
区

会
館
お
よ
び
市
立
４
中
学
校
に
設
置
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
。

他�

土
・
日
曜
日
は
、
本
館
１
階
受
付
で
必
ず
用

件
を
伝
え
て
か
ら
、
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問�

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎（
５
８
２
）１
１
６
９

　
5（
５
８
１
）２
７
３
３

　
市
税
な
ど
の
支
払
い
は
、
各
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
場
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

会
計
課　
☎
・
有�（
５
８
２
）１
１
５
０　
5（
５
８
３
）９
７
３
８

市
役
所
内
の
滋
賀
銀
行
派
出
所
は
、３
月
３１
日（
水
）で
閉
鎖
さ
れ
ま
す

◎困ったときは、一人で悩まず下記へ相談してください
＜電話相談窓口＞・ すこやか生活課　☎・有（581）0201
　　　　　　　　・ 滋賀県自殺予防電話相談（年末年始を除く午前9時～午後9時）　☎（566）4326
　　　　　　　　・ 滋賀いのちの電話（金・土・日曜日の午前10時～午後10時）　☎（553）7387

あなたと周りの人の命を大切にしましょう
　市では「誰も自殺に追い込まれることのない守山市」を目指しています。
　大切な命を守るため、家族や友人、身近な人など、周囲の悩んでいる人に気付き、声をかけ、話を聞いて、
必要な支援につなげましょう。特別な資格は必要ありません。あなたの大切な人を守るため、次のことを覚え
ておきましょう。

◆大切な人を守るためのポイント
①気付く　�眠れない、食欲がない、口数が少なくなった

など、大切な人が「いつもと違う」と気付いた
ら注意が必要です。

②声をかける　�悩んでいる人に気付いたら、勇気を出し
て声をかけてみましょう。

③傾聴　�話しやすい環境を作り、責めたり、安易に励ま
したり、否定したりせず、本人の気持ちを尊重
してゆっくり話を聞きましょう。

④つなぐ　早めに専門家へ相談するよう促しましょう。
⑤見守る　温かく寄り添いながら、見守りましょう。

　新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受ける
事業者に対して行っている各種補助金のうち、下記の
補助金の申請期限が近づいています。対象になり、ま
だ申請していない事業者は早めに申請をしてください。
各補助金について詳しくは、市ホームページをご覧い
ただくか商工観光課へお問い合わせください。

守山市雇用調整助成金利用促進補助金
対�国の雇用調整助成金の申請を社会保険労務士な
どに委託した事業者（ほかの条件あり）

補 助金額　社会保険労務士への委託費用
の2分の１　（上限１0万円）

申請期限　3月3１日（水）

守山市新型コロナウイルス感染症対策
経営力強化事業補助金
対�滋賀県の「新型コロナウイルス感染症対策経営力強
化補助金」の交付を受けた事業者（ほかの条件あり）

補 助金額　中小企業者　補助対象経費の
6分の１（上限：中小企業者１25,000円、
小規模事業者１１１,000円）

申請期限　3月3１日（水）
問 商工観光課　
　☎・有（582）1131　5（582）1166

補助金の申請はお済みですか

各種助成券を交付します
問障害福祉課　☎（582）1168　5（581）0203

助成額　500円券×2枚/月（４月に申請した人には合計25枚を交付）
対�身体障害者手帳１・2級、療育手帳Ａまたは精神障害者保健福祉手帳１級の人（自家用自動車燃料費助成券の
場合は、自動車税の減免を受けていること）

持�各種障害者手帳
申�４月１日（木）から申請書を障害福祉課または健康福祉政策課へ提出。申請書は市ホームページからダウンロード可。
他�助成券はいずれかの交付となり、年度途中での変更はできません。

　心身に障害のある人の生活支援のため、申請月分から令和４年3月分までの助成券を交付します。令和2年度中
に助成を受けた人は、令和3年度分の各種助成券をまとめて郵送しますので、同封の申請書類に必要事項を記入の
うえ、返送してください。なお、助成券の利用は市指定の事業所に限ります。

助成額　2,000円券×2枚/月
対���3～6４歳の身体障害者手帳１・2級または療育手帳Ａの人で、在宅で紙おむつを常時使用している人（ほかの
紙おむつ給付制度を受けている人を除く）

持�各種障害者手帳
申�４月１日（木）から申請書を障害福祉課または健康福祉政策課へ提出。申請書は市ホームページからダウンロード可。

　令和2年１0月１日～令和3年2月28日にインフル
エンザの予防接種を受けた人で、代理受領払い※の
対象機関以外で接種した人や受領払い委任状を
提出せずに全額自己負担で支払った人は、申請に
より接種費用を助成します。
※�代理受領払いとは、窓口で助成額分を差し引く
制度です。守山市・野洲市内の多くの医療機関
で実施しており、実施医療機関は、市ホーム
ページに掲載しています。

持�領収書、振込先の口座番号が分かるもの、印鑑、
母子健康手帳（妊婦のみ必須）

申�3月3１日（水）までに下記へ申請

中学３年生までのお子さま、妊婦への
インフルエンザ予防接種費用助成の
申請期限は３月31日（水）までです

福祉タクシー運賃助成券・自家用自動車燃料費助成券

紙おむつ費用助成券

ホームページ

ホームページ

問�すこやか生活課　
　☎・有（581）0201　5（581）1628
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本
市
は
令
和
２
年
７

月
１
日
に
市
制
施
行
50

周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
50
周
年
の

年
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う

災
い
に
見
舞
わ
れ
、予

定
さ
れ
て
い
た
記
念
式

典
や
イ
ベ
ン
ト
は
延
伸

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
50
周

年
は
連れ
ん

面め
ん

と
続
い
て
き

た
歴
史
の
節
目
に
過
ぎ

ず
、迎
え
た
今
日
は
先

人
よ
り
受
け
継
い
で
き

た
も
の
で
す
。

　

喜
び
や
苦
労
、さ
ま

ざ
ま
な
営
み
は
、未
来

の
50
年
、１
０
０
年
へ

と
続
く
本
市
の
歴
史
の

１
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、

市
制
施
行
50
周
年
に
ち

な
ん
で
、過
去
か
ら
現

在
、未
来
へ
と
紡
が
れ

て
い
く
時
間
と
絆
を
取

材
し
ま
し
た
。

　

守
山
の
農
業
は
お
米

を
主
と
し
た
経
営
が
主

力
で
し
た
。
し
か
し
、
野

洲
川
改
修
に
よ
る
畑
の

増
加
や
後
継
者
不
足
、
農

業
制
度
の
変
遷
な
ど
で

本
市
の
農
業
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
や
花

な
ど
収
益
性
の
高
い
作

物
が
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

た
り
、
新
し
い
農
業
に
挑

戦
す
る
若
手
の
就
農
や

法
人
化
な
ど
、
時
代
や
消

費
者
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た

経
営
が
増
え
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
大
橋
が
で
き

て
以
降
守
山
の
交
通
量

が
増
え
、
さ
ら
に
佐
川
美

術
館
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
お
う
み
ん

ち
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト

も
で
き
、
観
光
客
も
増
え

ま
し
た
。

　
近
年
は
、
琵
琶
湖
の
眺

望
と
平
坦
な
地
形
か
ら
、

な
ぎ
さ
公
園
に
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
聖
地
碑
を
建

て
、
ビ
ワ
イ
チ（
び
わ
湖

一
周
）の
発
着
点
と
し
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（人）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R1 R7 R12 R22R17

58,903

62,459
66,344

71,706 77,586

80,935
83,570

84,769

86,290

87,325

87,423

資料：H2～H27は住民基本台帳（各年９月末）R２～R22は守山市人口ビジョン（H27年10月策定）

939 948 913 933 973 924
845 837 822 829 810

出生者数 合計特殊出生率
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2.0（％）

凡例

 資料：南部健康福祉事務所事業年報、国の人口動態統計

：守山市の合計特殊出生率・高齢化率
：県の合計特殊出生率・高齢化率
：全国平均の合計特殊出生率・高齢化率

：守山市の出生者数

H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1

19.6 20.9
19.8

21.2
21.5

21.7

18.717.917.2

21.5

19.2

22.122.7

19.7
20.2

23.324.1
25.1
25.9

26.7 27.327.7
28.128.4

23.1 23.4
24.2

24.8
25.3

25.7 26.0

22.5

21.6
20.920.7

16.916.515.915.4
15

20

25

（％）30

資料：本市は住民基本台帳（令和元年は12月１日現在、ほかは３月１日現在）
　　　県は滋賀県健康医療福祉部医療福祉推進課、全国は総務省統計局より。

伸
び
続
け
る
人
口

　
日
本
全
体
で
少
子
高
齢
化
が
進
み

人
口
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
の
人
口
は
１
９
７
０（
昭
和
45
）年

の
３
万
５
、１
１
２
人
か
ら
、
50
年
後

の
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
は
８
万

３
、
９
０
５
人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
の
出
生
率
は
県
や
全
国
平
均
よ
り

や
や
高
く
、
高
齢
化
率
は
県
や
全
国

官
民
協
働
で
目
指
す

ま
ち
の
未
来

　
起
伏
の
少
な
い
平
坦
な
地
形
で
古

く
か
ら
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え
た
、

の
ど
か
な
風
景
。
暴
れ
川
と
呼
ば
れ

た
野
洲
川
を
人
々
の
記
憶
と
歴
史
に

留
め
な
が
ら
、
安
全
で
穏
や
か
な
新

し
い
川
の
眺
望
が
、
今
で
は
ま
ち
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緑
の
多
い
原
風
景
的
な
ま
ち
の
豊
か

さ
と
利
便
性
が
高
い
暮
ら
し
の
豊
か

さ
の
共
存
が
、
守
山
の
特
徴
と
い
え

ま
す
。

　
市
制
施
行
か
ら
50
年
、
行
政
と
市

民
の
連
携
に
よ
る
知
恵
と
努
力
で
今

日
の
本
市
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
行
政
と
市
民
の
知
恵
と
努
力
を

重
ね
、50
年
先
ま
で

続
く「
豊
か
な
田
園

都
市
」を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

利
便
性
と
原
風
景
の
共
存
が
特
徴

住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

市
制
施
行
か
ら
５0
年
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
目
指
す
も
の

よ
り
や
や
低
い
の
で
、少
子
高
齢
の
波

は
比
較
的
緩
や
か
で
す
が
、将
来
的
に

は
県
や
国
と
同
様
に
人
口
減
少
に
転

じ
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

市の人口推移

出生率の推移と市の出生者数

高齢化率の推移

・市統計書
　昭和59年
　508,000人

観光客入込数（日帰り・宿泊含む）
・市統計書
　昭和45年
　78.8a

・農林業センサス
　令和2年（概数値）
　186.3ａ

一戸当たりの経営耕地面積

特集 未来の守山を考える

→ →

939 948 913 933 973 924
845 837 822 829 810

出生者数 合計特殊出生率

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H290

200

400

600

800

（人）1,000

1.0

1.5

2.0（％）

凡例

 資料：南部健康福祉事務所事業年報、国の人口動態統計

：守山市の合計特殊出生率・高齢化率
：県の合計特殊出生率・高齢化率
：全国平均の合計特殊出生率・高齢化率

：守山市の出生者数

過去・現在・未来へ過去・現在・未来へ
受け継がれていく絆受け継がれていく絆

杉
すぎ

田
た

 守
まもる

さん、英
ひで

子
こ

さんのメッセージ

婚して４0数年――。結婚当初に、まだできあがっ
ていない野洲川の堤防を散歩したことを思い出

します。
　今は毎晩子どもや孫たちとご飯を食べ、パーティーの
ようににぎやかです。孫の成長も楽しく、一緒に暮らせ
ることをとてもうれしく思っています。

結

3世代が集まった杉田さんご家族
左から�守さん、英子さん、心

こ
々
こ
さん、恭

きょう
子
こ
さん、茉

ま
夏
な
さん、

莉
り
彩
さ
さん、ゆりさん、瑛

えい
磨
ま
さん、奈

な
穂
ほ
さん、知

とも
也
や
さん、沙

さ
咲
え
さん

守山市の総人口

広報もりやま
昭和４5年7月号
35,112人

広報もりやま
令和元年7月１日号
83,905人

本市を支える多様な市民

・県観光入込客統計調査書
　令和元年
　1,361,000人
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温
室
団
地
か
ら
独
立

親
子
3
人
バ
ラ
農
家

　
武
夫
さ
ん
と
啓
司
さ
ん
兄
弟
の
父
、

國
枝�

栄え
い
一い

ち
さ
ん
は
、金
森
町
の
仲
間

で
建
て
た
温
室
団
地
で
バ
ラ
の
栽
培

を
は
じ
め
た
先
駆
者
で
し
た
。

　
水
稲
栽
培
も
し
て
い
た
両
親
は
い

つ
も
忙
し
く
、
幼
い
啓
司
さ
ん
の
面

倒
は
、
歳
の
離
れ
た
兄
の
武
夫
さ
ん

が
見
て
い
ま
し
た
。

育
種
に
魅み

せ
ら
れ
独
立

「
和
ば
ら
」ブ
ラ
ン
ド
へ

　
親
子
3
人
で
バ
ラ
の
栽
培
に
励
ん

で
い
た
昭
和
56
年
ご
ろ
、
啓
司
さ
ん

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
視
察
し
た
育
種
と

い
う
新
し
い
分
野
に
興
味
を
惹ひ

か
れ

ま
し
た
。

　
家
族
も
バ
ラ
園
敷
地
に
育
種
用
の

ハ
ウ
ス
を
建
て
て
応
援
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
広
大
な
バ
ラ
園
を
経
営
し

父
の
息
子
と
い
う
重
圧
を

超
え
た
兄
弟
の
挑
戦

　
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
大
変
だ
っ
た

時
、
武
夫
さ
ん
は
オ
ラ
ン
ダ
の
種
苗

会
社
の
日
本
代
理
契
約
に
成
功
し
、

平
成
27
年
に
は
現
在
の
株
式
会
社
を

設
立
し
ま
し
た
。

　

武
夫
さ
ん
は「
父
は
い
わ
ゆ
る
業

界
の
有
名
人
で
、
そ
の
息
子
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
と
て
も
大
き
か
っ

た
。
父
と
違
う
こ
と
に
挑
戦
し
た
こ

と
で
解
放
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。
兄

　
武
夫
さ
ん
と
啓
司
さ
ん
は
、
異
口

同
音
に「
誰
よ
り
バ
ラ
が
好
き
だ
か

ら
一
生
懸
命
楽
し
ん
で
努
力
す
る
。

父
か
ら
息
子
へ
、
ま
た
次
の
後
継
者

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
50
年
先
の
未
来
に
望
む

の
は
、
家
々
に
鉢
植
え
や
切
り
花
が

飾
ら
れ
て
い
る
欧
州
の
よ
う
な
風
景

と
家
並
み
を
、
守
山
に
見
る
こ
と
で

す
」と
夢
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
4１
年
に
独
立
し
て
、
國
枝
バ

ラ
園
を
立
ち
上
げ
、
栄
一
さ
ん
と
跡

取
り
の
武
夫
さ
ん
親
子
で
運
営
し
て

い
ま
し
た
。

　
数
年
後
に
、
啓
司
さ
ん
も
バ
ラ
園

に
就
農
す
る
と
聞
い
た
時
は
驚
い
た

そ
う
で
す
。啓
司
さ
ん
は「
子
ど
も
の

私
に
分
か
ら
な
い
バ
ラ
の
話
を
、
父

と
兄
が
い
つ
も
し
て
い
て
羨う
ら
や

ま
し

か
っ
た
。
親
子
の
輪
の
中
に
私
も
入

り
た
か
っ
た
の
だ
と
思
う
」と
当
時

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

な
が
ら
の
育
種
は
と
て
も
難
し
い
こ

と
、
武
夫
さ
ん
に
は
立
派
な
後
継
者

が
育
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
啓
司

さ
ん
は
平
成
１5
年
に
國
枝
バ
ラ
園
か

ら
独
立
し
ま
し
た
。

　
育
種
農
家
と
し
て
独
立
し
た
バ
ラ

園
で
は
、
啓
司
さ
ん
の
開
発
し
た
新

品
種
を「
和
ば
ら
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
。
全
国
へ
出
荷
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

弟
も
別
の
方
向
に
進
ん
だ
こ
と
で
、

か
え
っ
て
バ
ラ
の
話
を
す
る
こ
と
が

増
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

親
父
の
背
中
は
今
も
大
き
い

父
ゆ
ず
り
の
先
見
と
挑
戦
で
拓ひ
ら
い
た
道

誰
よ
り
バ
ラ
が
好
き
だ
か
ら
楽
し
ん
で
努
力

誰
よ
り
バ
ラ
が
好
き
だ
か
ら
楽
し
ん
で
努
力

夢
見
る
未
来
は
家
々
に
飾
ら
れ
た
花
の
ま
ち
並
み

夢
見
る
未
来
は
家
々
に
飾
ら
れ
た
花
の
ま
ち
並
み

　
兄
の
國く

に
枝え

だ�

武た
け
夫お

さ
ん
は
、
欲
賀
町
・
十
二
里
町
地
先
で
全
国
で
も
最
大
規
模
の
バ
ラ
温
室
で
切

り
花
の
栽
培
を
し
て
い
る
生
産
農
家
。
弟
の
啓け
い
司じ

さ
ん
は
、
杉
江
町
の
温
室
で“
和
ば
ら
＂ブ
ラ
ン

ド
の
バ
ラ
品
種
を
開
発
す
る
育
種
農
家
。
バ
ラ
農
家
と
い
う
呼
び
方
は
同
じ
な
が
ら
、
別
の
方
向

に
歩
い
て
い
る
兄
弟
で
す
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
と
描
く
未
来
の
夢
は
、
一
本
の
道
で
つ
な
が
っ
て
い

ま
し
た
。

伝
統
文
化
の
生
け
花
で

市
内
初
の
女
性
起
業
家

　

24
歳
で
初
め
て
自
分
の
教
室
を

持
っ
た
よ
し
ゑ
さ
ん
は
、
ク
リ
エ
ー

タ
ー
と
し
て
の
創
作
や
生
け
花
の
普

及
に
精
力
を
注
ぎ
、
枠
を
は
み
出
し

て
、
し
き
た
り
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

華か

佑ゆ
う
会か

い
の
名
で
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、
お
よ
そ
6
年
を
か
け
て
池
坊
の

支
部
に
成
長
さ
せ
ま
し
た
。

　
仁
さ
ん
は
幼
い
頃
に
見
て
い
た
そ

上
原
家
族
の
日
常
が

企
業
経
営
の
原
点
に

　
仁
さ
ん
が
東
京
を
拠
点
に
経
営
す

る
企
業
は
念
願
の
株
式
上
場
を
果
た

し
ま
し
た
が
、
そ
の
原
点
は
守
山
で

過
ご
し
た
日
々
に
あ
る
と
い
い
ま

す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
松ま
つ

下し
た�

幸こ
う

之の

助す
け

氏
の
伝
記
。
大
好
き
だ
っ
た

「
ド
ラ
え
も
ん
」の
漫
画
。
通
っ
て
い

た
剣
道
場
で
身
に
つ
い
た「
壁
を
乗

り
越
え
た
先
に
勝
利
が
あ
る
」と
の

教
え
。
厳
格
な
父
、
情
熱
的
な
母
、

歳
の
離
れ
た
兄
2
人
の
家
族
。

1
0
0
年
続
く
会
社
へ

伝
統
と
花
の
残
る
ま
ち
へ

　
母
は
華
道
家
、
息
子
は
I
Ｔ
企
業

経
営
。
一
見
す
る
と
関
係
が
な
い
よ

う
に
思
え
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
守
山

が
育
ん
だ「
信
念
と
情
熱
で
壁
を
乗

り
越
え
る
克
己
の
心
」が
、
よ
し
ゑ

さ
ん
と
仁
さ
ん
の
共
通
項
で
し
た
。

　
仁
さ
ん
に
よ
る
と
、
守
山
市
は
若

い
事
業
家
や
起
業
家
を
つ
な
ぎ
育
て

る
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

る
の
で
、
ま
ち
の
将
来
は
有
望
と
の

こ
と
。

　

仁
さ
ん
は「
企
業
は
社
会
に
新
し

い
価
値
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
も
の

の
姿
を「
母
は
生
け
花
の
先
生
で
す

が
、
私
は
市
内
で
初
の
女
性
起
業
家

で
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
」と
振

り
返
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も

手
づ
く
り
の
食
事
を
用
意
し
て
く
れ

た
母
と
し
て
の
姿
も
思
い
出
す
そ
う

で
す
。

　
経
営
す
る
会
社
は
I
Ｔ
関
連
で
す

が
、
情
報
技
術（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

は
仁
さ
ん
に
と
っ
て
、
ド
ラ
え
も
ん

の「
ど
こ
で
も
ド
ア
」。
会
い
た
い
時

に
会
い
た
い
人
に
会
え
る
、
人
と
人

を
つ
な
ぐ
夢
の
道
具
に
思
え
る
そ
う

で
す
。

で
す
。
私
も
自
分
の
会
社
を
1
0
0

年
続
く
企
業
に
す
る
こ
と
、
私
が
育

ち
母
の
住
む
守
山
を
応
援
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
も
情
熱

を
燃
や
し
た
い
」。
よ
し
ゑ
さ
ん
は

「
華
道
と
い
う
伝
統
文
化
が
1
0
0

年
先
ま
で
息
づ
い
て
、
花
々
が
身
近

に
あ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
」と
未
来
へ
の
夢
を

描
い
て
い
ま
し
た
。

情
熱
と
克
己
心
で
前
へ
進
む

華
道
と
企
業
経
営
の
共
通
項

経
営
者
の
原
点
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
守
山

経
営
者
の
原
点
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
守
山

道
は
違
う
け
れ
ど
心
の
在
り
方
は
母
か
ら
子
へ

道
は
違
う
け
れ
ど
心
の
在
り
方
は
母
か
ら
子
へ

　
母
の
上う

え
原は

ら�

よ
し
ゑえ

さ
ん
は
、
市
内
で
伝
統
文
化
の
生
け
花
を
教
え
る
先
生
。
息
子
の

仁じ
ん
さ
ん
は
東
京
に
住
み
、
最
近
一
部
上
場
を
果
た
し
た
I
T
企
業
経
営
者
。
一
見
す
る

と
接
点
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
母
子
で
す
が
、ふ
る
さ
と
守
山
で
育は
ぐ
く

ん
だ“
信
念
＂と“
情

熱
＂、“
克
己
心
＂と
い
う
、
見
え
な
い
け
れ
ど
確
か
な
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

上
原 

よ
し
ゑ
さ
ん（
母
）

池
坊
華
佑
会
支
部�

顧
問

上
原 

仁
さ
ん（
息
子
）

株
式
会
社
マ
イ
ネ
ッ
ト（
東
京
）

國
枝 

啓
司
さ
ん（
弟
）

ロ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
ケ
イ
ジ

國
枝 

武
夫
さ
ん（
兄
）

ク
ニ
エ
ダ
株
式
会
社
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自
然
も
生
活
環
境
も

分
析
技
術
で
守
る

　
悠
大
な
び
わ
湖
、野
洲
川
の
流
れ
、

市
街
地
を
飛
ぶ
ホ
タ
ル
、
青
々
と
し

た
田
園
の
広
が
り
。
守
山
に
住
む
人

た
ち
は
、
昔
か
ら
美
し
い
原
風
景
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
父
子
は
、
守
山
に
本
社

を
置
い
て
、
水
や
空
気
、
土
壌
な
ど

危
機
感
を
拭
う
挑
戦
で

技
術
と
専
門
性
を
高
め
た

　
創
業
者
か
ら
会
社
を
引
き
継
い
だ

こ
ろ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
ア
ス
ベ
ス

ト
な
ど
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。「
環
境
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
先
行
し
て
同
業
社
が
増
え
、
競
争

が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
危
機
感
を
覚
え
た
康
人
さ
ん
が
何

を
し
た
か
と
い
う
と
、
精
度
の
高
い

分
析
機
械
を
導
入
し
た
り
技
術
者
の

分
析
技
術
を
磨
き
上
げ
た
り
し
て
、

田
舎
と
都
市
、自
然
と
科
学

調
和
で
未
来
は
明
る
く

　
康
人
さ
ん
に
遅
れ
る
こ
と
7
年
余

り
、
東
京
か
ら
帰
郷
し
た
司
さ
ん
が

入
社
し
ま
し
た
。
２
人
と
も
科
学
分

析
と
は
無
縁
の
文
系
だ
っ
た
の
で
、

「
な
ん
で
？
」と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
い
い
ま
す
。
康
人
さ
ん
の
答
え

は「
理
系
の
専
門
技
術
者
が
存
分
に

能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る

の
た
め
の
目
配
り
に
は
、
文
系
が
向

い
て
い
る
と
思
う
か
ら
」と
の
こ
と
。

　
さ
ら
に
、康
人
さ
ん
は「
親
子
で
仕

事
が
で
き
て
幸
せ
。
将
来
は
、
わ
が

社
も
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
の
よ

う
な
、
今
よ
り
も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル

の
仕
事
を
す
る
の
が
夢
で
す
」と
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
父
子
は
、「
守
山
は
人
も

ま
ち
も
、
よ
い
意
味
の
田
舎
を
残
し

な
が
ら
都
市
の
利
便
性
を
併
せ
持
っ

て
い
ま
す
。
北
の
玄
関
口
で
見
る
湖

岸
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
郊
外
の
住
宅
地
も
資
源
で
す
。

田
舎
と
都
市
、
自
然
と
科
学
、
行
政

と
民
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
和
か

ら
、
守
山
ら
し
い
活
性
化
と
発
展
に

つ
な
げ
て
い
け
ば
未
来
は
明
る
い
」

と
ま
ち
を
分
析
し
て
い
ま
し
た
。

直
接
的
な
環
境
分
析
だ
け
で
な
く
、

食
品
の
残
留
肥
料
や
工
業
製
品
な
ど

市
民
の
生
活
に
関
わ
る
分
析
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な「
環
境
」を
守
る
会
社
を

経
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
会
社
の
維
持
と
発
展
を

模
索
す
る
経
営
努
力
の
結
果
、
分
析

で
き
る
品
目
や
項
目
が
増
え
、
総
合

的
に
市
民
の
環
境
を
守
る
会
社
に
つ

な
が
っ
て
き
た
の
で
す
。

専
門
性
と
実
績
を
高
め
て
い
く
こ
と

で
し
た
。
努
力
の
結
果
、
日
本
全
国

や
海
外
か
ら
も
分
析
依
頼
を
受
け
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
も
食
品
も
工
業
製
品
も
分
析

も
っ
と
高
い
専
門
技
術
を
目
指
し
て
い
く

豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
を
守
る
科
学
技
術

豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
を
守
る
科
学
技
術

調
和
の
と
れ
た“
守
山
ら
し
い
＂発
展
を

調
和
の
と
れ
た“
守
山
ら
し
い
＂発
展
を

　
創
業
25
年
と
社
歴
は
若
い
な
が
ら
、「
分
析
」と
い
う
技
術
で
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
支
え
る
企
業

を
経
営
す
る
、山や
ま
本も

と�

康や
す
人ひ

と
さ
ん
と
司つ

か
さ

さ
ん
親
子
。父
子
と
も
に
理
系
知
識
も
科
学
技
術
も
専
門
外
。

理
系
と
文
系
、
自
然
と
科
学
、
父
と
子
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
和
が
人
々
の「
安
全
・
安
心
」に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

二
足
の
草わ
ら
じ鞋

と
家
族
の
助
け

受
け
継
い
だ
老
舗
の
在
り
方

　
「
鶴
屋
吉
正
」は
東
門
院
と
の
関
わ

り
が
深
く
、
少
な
く
と
も
1
8
0
4

（
文
化
元
）年
の
資
料
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
１3
年
前
、
店
を
改
装
す
る
際

に
古
い
文
書
や
意
匠
な
ど
の
資
料
が

見
つ
か
り
、
暖
簾
や
包
装
紙
と
し
て

復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　
督
夫
さ
ん
は
六
代
目
店
主
の
父
を

手
伝
い
な
が
ら
、
和
菓
子
づ
く
り
を

覚
え
ま
し
た
。
父
子
二
代
、
和
菓
子

夫
婦
二
人
だ
か
ら
で
き
た

か
け
が
え
の
な
い
相
棒

　
結
婚
後
に
陶
芸
家
と
な
っ
た
美
恵

さ
ん
は
、
二
足
の
草
鞋
を
履
く
督
夫

さ
ん
が
帰
宅
し
て
す
ぐ
に
和
菓
子
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
に
餡
を
丸
め
て

準
備
し
て
お
く
な
ど
、
陶
芸
家
と
和

菓
子
店
女お
か
み将

と
母
親
の
3
役
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。「
妻
は
本
当
に
よ
く

や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
二
人
で
な

け
れ
ば
と
て
も
無
理
だ
っ
た
。
か
け

が
え
の
な
い
相
棒
で
す
」と
督
夫

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
陶
芸
と
和
菓
子
づ
く
り
は
同
じ
手

仕
事
な
の
で
通
じ
る
も
の
が
あ
る
、

と
令
和
元
年
に
美
恵
さ
ん
は
京
都
で

街
道
と
ま
ち
の
歴
史
を

お
も
て
な
し
の
一
つ
に

　

飛
び
交
う
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
イ

メ
ー
ジ
し
た「
ほ
た
る
団
子
」の
創
作

を
き
っ
か
け
に
、督
夫
さ
ん
は「
父
の

手
伝
い
」か
ら
和
菓
子
職
人
に
目
覚

め
、
フ
ル
ー
ツ
大
福
な
ど
の
和
菓
子

を
創
作
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、店
を
改
装
し
た
こ
ろ
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
督
夫
さ
ん
夫
婦
に
代
が

替
わ
り
ま
し
た
。

職
人（
店
主
）と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
二

足
の
草
鞋
を
履
き
な
が
ら
、
店
の
暖

簾
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど
も
た
ち
、
家

族
総
出
で
家
業
を
支
え
る
の
が「
鶴

屋
吉
正
」の
当
た
り
前
で
し
た
。

和
洋
菓
子
の
製
法
を
学
び
、
陶
芸
家

の
感
性
を
生
か
し
て
和
菓
子
職
人
ま

で
こ
な
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
装
後
は
町
家
の
雰
囲
気
を
残
し

な
が
ら
陶
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
兼
ね
、

和
菓
子
と
伝
統
工
芸
が
仲
良
く
お
客

の
目
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
中
山
道
守
山
宿
で
、
老
舗
の
暖
簾

を
守
り
続
け
て
き
た
鴛
鴦
夫
婦
は

「
守
山
は
守
山
宿
を
は
じ
め
、隠
れ
た

和
菓
子
と
陶
芸
は
伝
統
と
創
作
の
手
仕
事

歴
史
街
道
の
鴛お

し
鴦ど

り
が
守
る
老
舗
の
暖
簾

　
情
緒
あ
る
中
山
道
守
山
宿
。
町
家
の
佇た

た
ず

ま
い
を
残
す「
鶴つ

る
屋や

吉よ
し
正ま

さ
」は
、
和
菓
子
屋
と

陶
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
仲
良
く
来
客
を
お
も
て
な
し
し
て
い
る
店
で
す
。
七
代
目
店
主
の

小こ

宮み

山や
ま�

督と
く

夫お

さ
ん
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
な
が
ら
、
妻
の
美み

恵え

さ
ん
は
陶
芸
家
を
し
な

が
ら
夫
婦
が
手
を
携
え
、
家
族
が
助
け
合
っ
て
老
舗
の
暖の

簾れ
ん
を
守
っ
て
い
ま
す
。

小
宮
山 
美
恵
さ
ん（
妻
）

陶
芸
作
家�

美
秀

小
宮
山 

督
夫
さ
ん（
夫
）

鶴
屋
吉
正�

七
代
目

山
本 

康
人
さ
ん（
父
）

株
式
会
社
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス

山
本 

司
さ
ん（
息
子
）

株
式
会
社
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス

歴
史
遺
産
が
多
い
ま
ち
で
す
。
昔
な

が
ら
の
情
緒
は
訪
れ
る
人
を
癒い

や
し
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

50
年
先
の
未
来
ま
で
、『
鶴
屋
』も

そ
ん
な
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

古
典
意
匠
を
暖
簾
で
復
活

宿
場
の
情
緒
と「
鶴
屋
」の
名
は
未
来
ま
で
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●救急診療 ４月分 のお知らせ（重症患者を診療する医療機関）

滋：済生会滋賀県病院……�☎（552）1221　栗東市大橋二丁目４―１
草：草津総合病院…………�☎（563）8866　草津市矢橋町１660
守：済生会守山市民病院…�☎（582）5151　守山市守山四丁目１４―１
野：市立野洲病院…………�☎（587）1332　野洲市小篠原１09４
近：近江草津徳洲会病院…�☎（567）3610　草津市東矢倉三丁目3４―52
県：滋賀県立総合病院……�☎（582）5031　守山市守山五丁目４―30
診療時間：�平日…午後6時～翌朝9時
　　　　　土・日曜日、祝日、年末年始…午前9時～翌朝9時

※来院される前に必ず電話で確認してから受診してください。

　夜間・休日に入院などが必要な重症患者に対応するため、二次救
急医療機関として救急医療を輪番制で行っています。

問すこやか生活課
　☎・有 �（581）0201　5（581）1628すこやか健康だより

健診名 実施日 受付
時間 対象児

4ヵ月児
健診

３月22日(月)

午
後
１
時
～
２
時

令和2年11月1日
～11月14日生

4月 5日(月) 令和2年11月15日
～11月３0日生

10ヵ月児
健診

３月19日(金) 令和2年4月1３日
～4月３0日生

4月12日(月) 令和2年5月1日
～5月14日生

1歳
6ヵ月児
健診

３月24日(水) 令和元年8月28日
～9月14日生

4月 6日(火) 令和元年9月15日
～9月2７日生

2歳
6ヵ月児
健診

３月18日(木) 平成３0年8月4日
～8月18日生

３月2３日(火) 平成３0年8月19日
～8月３1日生

4月14日(水) 平成３0年9月1日
～9月18日生

3歳
6ヵ月児
健診

３月15日(月) 平成29年9月20日
～9月３0日生

4月15日(木) 平成29年10月1日
～10月12日生

持・「�母子健康手帳」と「母と子の手帳」、バスタオル、健診前チェックリスト、����
幼児用歯ブラシ（１歳6ヵ月児・2歳6ヵ月児・3歳6ヵ月児）

注・「�母と子の手帳」に添付の質問表に記入のうえ、切り離して持参してくだ
さい。

　・�感染症対策のため計測や診察などでバスタオルを使用しますので必ず
持参してください。

　・�１歳6ヵ月・2歳6ヵ月・3歳6ヵ月児健診では、希望者にフッ素塗布を
行います。歯ブラシを忘れた人は、フッ素塗布を受けることができませ
んので、ご了承ください。

　・�3歳6ヵ月児健診では、視力検査・ささやき声検査の確認・尿検査を
行います。

　※�事前に家庭で視力検査の練習をしてきてください。
　※�事前に家庭でささやき声検査をしてきてください。その結果を確認しま
す（視力検査やささやき声検査の実施方法については「母と子の手帳」
を参照してください。市ホームページからもダウンロードできます）。

　※�場所が変わると尿がとれない心配があるお子さまには、検査容器を配
布しています。配布場所など詳しくは、お問い合わせください。

★�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、サロンやそのほかの事業は
中止しており、個別相談で対応しています。お気軽にすこやか生活課まで
お問い合わせください。

二次救急（内科・外科）
日 月 火 水　木 金 土

1 2 ３
草 近 草

4 5 6 ７ 8 9 10
滋 県 滋 守 草 草 滋
11 12 1３ 14 15 16 1７
草 野 滋 守 草 県 滋
18 19 20 21 22 2３ 24
草 県 滋 守 草 滋 滋
25 26 2７ 28 29 ３0
滋 野 滋 守 草 草

◆乳幼児健康診査　所�すこやかセンター

★�すこやかセンターだよりの本来の対象と変更しているた
めご注意ください。市ホームページやアプリでも記載して
いますので、確認をお願いします。
★�人数制限を行ったうえで実施しています。受診日を変更
する場合は必ずすこやか生活課へ連絡してください。

●日曜日や祝日の急診について
☆湖南広域休日急病診療所　☎（551）1599
　下記の診療日時に、かかりつけ医（開業医）が休診な
どで翌日まで診療が待てない比較的軽い症状の急病患
者を対象に、応急的な診療を行っています（レントゲン、
血液検査などの検査は不可。薬は１日分または休日分
のみ処方）。
所 在 地：��栗東市大橋二丁目7―3
　　　　　（済生会滋賀県病院隣）
診療日時：�日曜日、祝日、年末年始（１2月29日～１月3日）
　　　　　�午前１0時～午後１0時
　　　　　（受付：午後9時30分まで）
診療科目：おもに内科、小児科

●急患・急病のときは
☆医療ネット滋賀
　今、診療してもらえる医療機関を探
せます。子どもの病気について、対処法を掲載してい
ます。また、電話相談の案内をしています。
　▶自動音声案内　☎（553）3799

医療ネット滋賀

※ 健診前に下記内容に１つでも該当する場合は、別日に受診をお願
いします。
①当日に発熱および咳症状がある。
②濃厚接触者の経過観察期間に該当する。
③�過去１４日以内に発熱や風邪症状で受診や服薬などをしている。
④�過去１４日以内に感染拡大している国への訪問歴がある。
※ 上記チェック項目は４月１日（木）以降変更となる可能性がありま

す。詳しくは、市ホームページなどで確認をお願いします。

Apple、Appleのロゴは、米
国もしくはその他の国や地
域におけるApple Inc.の商
標 で す。A p p S t o r eは
Apple Inc.のサービスマー
クです。

G o o g l e P l a yおよび
Google Playのロゴは
Google LLCの商標で
す。

二次小児救急
日 月 火 水　木 金 土

1 2 ３
滋 滋 滋

4 5 6 ７ 8 9 10
滋 滋 滋 滋 滋 滋 滋
11 12 1３ 14 15 16 1７
滋 滋 滋 滋 滋 滋 滋
18 19 20 21 22 2３ 24
滋 滋 滋 滋 滋 滋 滋
25 26 2７ 28 29 ３0
滋 滋 滋 滋 滋 滋
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※開館情報につきましては、ホームページでご確認いただくか電話〔☎（585）7800〕でお問い合わせください。

会計年度任用職員（５月１日付け任用）を募集

　草津公共職業安定所〔☎（�562）3720〕、ジョブプラザ守山〔☎（�583）8739〕または担当課まで申し込み。
　試験日や当日の持ち物など詳しくは、市ホームページをご確認ください。
　業務内容は「そのほか所属長が指示する業務」を含みます。

募集情報

募集情報については、市ホームページまたは広報もりやまに順次掲載します。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。

担当課 職種・業務内容 資格・経験の要件 人数 募集期間・電話

こども
家庭相談課

事務員
（児童手当および児童扶養手当関係の窓口での受付事務、
電話対応、パソコン入力事務など）

・パソコン操作が可能なこと 2人 4月9日（金）まで
☎（582）1159

募集情報

　
茶
道
に
は
独
特
の
作
法
が
あ
る
た
め
、
使
用
さ
れ
る
道
具
に

は
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
侘わ

び
茶
を
大
成
し
た
千せ

ん
の�

利り

休き
ゅ
う

は
独
特
の
好
み
を
持
っ
て
茶
道
具
を
選
び
、利
休
を
流り

ゅ
う

祖そ

と

す
る
千せ
ん
家け

も
ま
た
利
休
好
み
の
作
品
を
作
れ
る
職
人
を
重
用
し

て
き
ま
し
た
。

　
千
家
が
指
定
し
た
十
人
十
職
の
家
系
を
称
し
て「
千
家
十じ
っ

職し
ょ
く

」

と
い
い
、
そ
の
内
訳
は
、
土ど

風ぶ

炉ろ

・
焼
物
師
の
永え

い

樂ら
く�

善ぜ
ん

五ご

郎ろ
う

、
釜

師
の
大お
お

西に
し�

清せ
い

右う

衛え

門も
ん

、
表
具
師
の
奥お

く

村む
ら�

吉き
ち

兵べ

衛え

、
竹
細
工
・
柄ひ

杓し
ゃ
く

師
の
黒く

ろ

田だ�

正し
ょ
う

玄げ
ん
、指さ

し

物も
の

師
の
駒こ

ま

澤ざ
わ�

利り

斎さ
い
、袋
師
の
土つ

ち

田だ�

友ゆ
う

湖こ

、

金
物
師
の
中な
か

川が
わ�

浄じ
ょ
う

益え
き

、
塗ぬ

師し

の
中な

か

村む
ら�

宗そ
う

哲て
つ

、
一い

っ

閑か
ん

張ば
り

細ざ
い

工く

師
の

飛ひ

来き�

一い
っ

閑か
ん
、
そ
し
て
茶
碗
師
の
樂ら

く�

吉き
ち

左ざ

衞え

門も
ん
で
す
。

　
千
家
十
職
は
、
千
家
家
元
に
お
い
て「
職し
ょ
っ

家か

」と
称
さ
れ
、
利
休

の
好
み
に
よ
る
形
や
色
を
大
切
に
守
り
、
そ
こ
に
時
代
に
沿
っ
た

創
意
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
か
ら
4
5
0
年
前
、
利
休
の
も
と
で
初
代
長ち
ょ
う

次じ

郎ろ
う
に
よっ
て

造
り
出
さ
れ
た
茶
の
湯
に
も
ち
い
る
樂ら
く

茶ち
ゃ

碗わ
ん
は
、
樂
家
に
お
い
て

一い
っ

子し

相そ
う

伝で
ん
で
造
り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。轆ろ

く

轤ろ

を
使
わ
な
い「
手て

捏づ
く

ね
」と
い
う
成
形
方
法
で
あ
る
た
め
、
掌て

の
ひ
ら

に
し
っ
く
り
と
な
じ

み
、
お
茶
を
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、樂
家
玄
関
に
は
本ほ
ん

阿あ

弥み�

光こ
う

悦え
つ（
１
５
５
８�

ー�

１
６
３
７
）

筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る「
樂
焼�

御
ち
ゃ
わ
ん
屋
」の
暖の

簾れ
ん

が
掛
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
川
美
術
館
で
は
、
職
家
の
う
ち
の「
御
ち
ゃ
わ
ん
屋
」樂
家
十

五
代
目
の
吉
左
衞
門
・
直じ
き

入に
ゅ
う

に
よっ
て
造
ら
れ
た
樂
焼
を
、
作
家

自
身
の
設
計
創
案
に
よ
る
樂
吉
左
衞
門
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
佐
川
美
術
館

　

学
芸
員
：
松ま

つ
山や
ま 

早さ

紀き

子こ

樂
焼 

御
ち
ゃ
わ
ん
屋

アートコラム㊸
佐川美術館

広告料は１枠

25,000円
（タテ50mm×ヨコ84mm）

１頁（全面の場合）

150,000円
（タテ250mm×ヨコ180mm）

申込方法など詳しくは、秘書広報室まで
☎（582）1164　5（583）5066

「広報もりやま」の
広告募集
「広報もりやま」の
広告募集 「広報もりやま」は、毎月１日、15日に発行。

新聞折込で市内全域に配達しています。
市内の主要な公共施設にも設置しています。）（
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Information
●イベント案内やメンバー募集などの情報を掲載しています。詳しくは、秘書広報室 ☎（582）1164へお問い合わせください。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントの中
止・延期が相次いでいます。イベントが実施されるかどうか
については、各イベントの主催者にお問い合わせください。

寄贈寄贈
●不織布マスクを寄贈
　2月１5日、株式会社ハーネス・ネット・
ワーク（岩

いわ

井
い

�幸
ゆき

史
ひろ

代表取締役）さまから、
オール滋賀による日本製の不織布マスク
2,000枚を寄贈いただきました。有効に活
用させていただきます。

表彰表彰
●令和2年度滋賀県果樹組合連合会
　功労者表彰を受賞
　森

もり

田
た

�滋
しげる

さん（農事組合法人さづかわ果樹
生産組合�顧問）が、長年にわたり産地の果
樹農業に貢献してきたことが認められ、滋

賀県果樹組合連合会功労者表彰を受賞し、
2月１7日に市長へ報告されました。

イベントイベント
●守山錬心館剣道体験教室

無料
時�４月１3日（火）、20日（火）
　午後5時30分～
所�守山小学校体育館

対�小学１～5年生
持�動きやすい服装
他�竹刀は貸し出します
申�下記へ申し込み
問�守山錬心館（正田）
　 �moriyamarenshinkan@yahoo.co.jp

講習・講座講習・講座
●パソコン講習会
①火曜日コース
時�４月6日～6月29日の毎週火曜日午後１
時30分～3時30分（全１2回）

内�パソコンを楽しむ初心者向けコース
②金曜日コース
時�４月2日～6月25日の毎週金曜日午後１
時30分～3時30分（全１2回）

内�ワードによる文書作成
いずれも
所�守山市シルバー人材センター
定�先着１5人
￥�5,500円（教材費含む）
申�3月3１日（水）までに下記へ申し込み
問�守山市シルバー人材センター
　☎（583）2727

2・3  新型コロナワクチン接種についてのお知らせ/日
曜日に窓口業務を行います

4-9  令和３年度施政方針
10・11  　4月1日（木）からバス路線が再編されます
12  デマンド乗合タクシー「もーりーカー」の制度を改

正します
13  もりやまエコパーク交流拠点施設の内覧会を行い

ます/くらしのたより/クルちゃんのつぶやき
14  私たちが守山の未来をつくる中高生サミット 参

加者募集/守山市緑の少年団 新入団員を募集し
ます/人権尊重のまちづくり推進協議会委員を
募集します

15  狂犬病予防集合注射を実施します
16  各種助成券を交付します/中学３年生までのお子

さま、妊婦へのインフルエンザ予防接種費用助成の

申請期限は３月３1日（水）までです/補助金の申請
はお済みですか

17  あなたと周りの人の命を大切にしましょう/
4月2日（金）～8日（木）は発達障害啓発週間/
4月1日（木）に地域密着型サービス事業所が開所
します/令和３年度 学校体育施設利用登録団体募
集/市役所内の滋賀銀行派出所は、３月３1日（水）
で閉鎖されます

18-23  特集 未来の守山を考える
24  すこやか健康だより

25・26Ｉnformation/諏訪家の古文書展/会計年度任
用職員を募集/佐川美術館アートコラム

19  街かどフラッシュニュース/双眼鏡/人口
20  街かどフラッシュニュース

　平成30年に守山市指定文化財（歴史資料）に指定された諏
訪家関係資料は、古文書４,97４点、
典籍2,863点、印章類１33点、合
わせて7,970点を数える資料群
です。今回はその中から歴代当主
に関する資料を公開します。
時�3月１5日（月）～４月１6日（金）
の平日午前8時30分～午後5時１5分

所�公文書館　￥�無料
問�公文書館　☎・有（514）1050　5（514）1051

諏訪家の古文書展
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
世

の
中
を
突
然

狂
わ
せ
て
1

年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
。「
高
齢
者
が
感

染
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
」と
実
家
に
も
帰
ら
な
い

日
々
が
続
き
、会
い
た
さ
と
心

配
の
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
時
は
過

ぎ
た
。時
々
電
話
で
会
話
を
す

る
と
、声
は
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ

い
。そ
の
声
に
安
心
を
も
ら
い
な

が
ら
過
ご
す
日
々
だ
っ
た
▼

「
家
の
お
風
呂
が
壊
れ
た
」と
の

一
報
に
、思
い
切
っ
て
実
家
に

帰
っ
た
。久
し
ぶ
り
に
会
う
母

は
食
も
細
く
、ひ
と
ま
わ
り
小

さ
く
な
っ
て
脚
を
引
き
ず
り
、動

作
も
ゆ
っ
く
り
。け
れ
ど
、会
え

た
こ
と
に
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、

と
り
と
め
も
な
く
ず
っ
と
話
を

し
て
い
た
▼
感
染
を
心
配
し
て

会
え
な
い
時
間
は
長
か
っ
た
。4

月
か
ら
高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
が
始
ま

る
。春
と
と
も
に「
会
い
た
い
時

に
、会
い
た
い
人
に
会
え
る
明

る
い
世
の
中
が
く
る
」こ
と
を
、

心
か
ら
願
う
ば
か
り
。�

（
の
）

観
察
や
紙
芝
居
で

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

守
る
約
束
を
し
た
よ

　
ホ
タ
ル
の
幼
虫
が
上
陸
す
る

時
期
を
前
に
、吉
身
保
育
園
の

4
歳
児
35
人
が
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

吉
身
学
区
ま
る
ご
と
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、ホ
タ
ル
の
幼
虫
と

餌え
さ
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
観
察
や
、

紙
芝
居
、ク
イ
ズ
で
、ホ
タ
ル
の

一
生
や
体
の
秘
密
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は「
飛
ん
で
い
る
ホ

タ
ル
を
つ
か
ま
え
た
り
し
ま

せ
ん
」と
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

吉身学区ホタル保護プロジェクト

２月

16日

守
山
小
4
年
が

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で

障
害
者
理
解
を
深
め
る

　
守
山
小
学
校
4
年
生
は
、
障

害
者
理
解
の
一
環
と
し
て
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　
児
童
ら
は
目
を
閉
じ
て
ボ
ー

ル
を
転
が
し
た
り
、
鈴
の
音
を

頼
り
に
ディ
フ
ェ
ン
ス
す
る
な
ど

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
守
山
市
と

同
じ
く
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い

る
瑞み

ず

穂ほ

小
学
校（
島
根
県
邑お

お

南な
ん

町
）児
童
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

の
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

会
員
企
業
の

新
し
い
取
り
組
み
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
信

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
に
配
慮
し
な
が

ら
、新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、守
山
商

工
会
議
所
で
情
報
発
信
の
方
法

な
ど
を
学
ん
だ
会
員
8
事
業

所
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
生
配
信
を

併
用
し
た
合
同
記
者
会
見
を

行
い
ま
し
た
。

　

事
業
者
ら
は
、会
場
に
い
な

い
視
聴
者
に
も
伝
わ
る
よ
う
、

話
し
方
や
商
品
の
見
せ
方
に
も

工
夫
を
し
て
発
信
し
て
い
ま
し

た
。

ゴールボールでパラスポーツ体験２月

18日

コ
ロ
ナ
禍
で
も

写
真
と
コ
メ
ン
ト
で

作
品
発
表
の
機
会
に

　

久く

遠お
ん

流り
ゅ
う

梧ご

桐ど
う

会
守
山
支
部

（
押
絵
）は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
予
定
し
て

い
た
作
品
展
の
機
会
が
す
べ
て

中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、図
録
に
よ
る
作
品
集（
展
）

を
制
作
し
ま
し
た
。

　
作
品
集
に
は
会
員
の
作
品
の

写
真
と
、押
絵
の
作
品
や
製
作

の
楽
し
さ
を
紹
介
す
る
コ
メ
ン

ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
集
は
市
立
図
書
館
や

地
区
会
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

図録で押絵作品展

初のオンライン併用記者会見

双眼鏡双眼鏡
守山市の人口

令和3年2月28日現在
（前月比）

男 41,704（＋ 29）
女 42,876（＋  45）

人口� 84,580（＋ 74）

世帯数� 33,452（＋ 67）

２月

26日
２月

23日
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Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
の
サ
ロ
ン

外
国
籍
市
民
が

着
物
や
生
け
花

　

守
山
市
国
際
交
流
協
会
が

大
庄
屋
諏
訪
家
屋
敷
で
開
催

し
、外
国
籍
市
民
１4
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
風
情
が
残
る

建
物
で
振
り
袖
や
着
流
し
な
ど

の
和
装
を
着
せ
て
も
ら
っ
て
、庭

園
を
散
策
し
た
り
記
念
撮
影

し
た
り
し
ま
し
た
。そ
の
後
、着

物
姿
で
近
所
の
東
別
院
で
法
話

を
聞
い
た
り
、伝
統
文
化
の
生

け
花
を
体
験
し
た
り
。参
加
者

ら
は
春
の
ひ
と
と
き
に
日
本
文

化
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

外国人が日本文化を楽しむ

2021年
３
月
15日

号

No.
1308

自治会館で切り絵作家作品展２月

20～23日
２月

23日

地
元
作
家
の
作
品
を

身
近
な
外
出
で

楽
し
ん
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
外
出
し
に
く
い
状

況
が
続
い
て
い
る
中
、中
野
自

治
会
で
は
地
域
住
民
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
伊
勢

型
紙
」の
古
典
柄
を
ア
レ
ン
ジ

す
る
地
元
在
住
の
切
り
絵
作

家
・
石い

し

嶋じ
ま�

和か
ず

次つ
ぐ

さ
ん
の
作
品

展
を
共
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
を
訪
れ
た
住
民
ら
は
、

作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
を
熱
心
に

観
賞
し
て
、細
密
で
美
し
い
切

り
絵
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

下
之
郷
史
跡
公
園

ゴ
ー
キ
ッ
ズ
制
作
の

土
器
の
お
披
露
目

　

下
之
郷
史
跡
公
園
を
拠
点

に
小
学
生
が
活
動
す
る
G
o�

k
i
d
s
は
、「
下
之
郷
史
跡

公
園
１0
周
年�

ど
っ
き
土
器
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
銘
打
っ
て
、約
1

年
を
か
け
て
信し

が

楽ら
き
の
陶
芸
家
ら

の
協
力
で
制
作
し
て
き
た
大
型

弥
生
土
器
を
お
披
露
目
し
ま

し
た
。

　

完
成
し
た
大
型
弥
生
土
器

は
、活
動
写
真
と
児
童
ら
が
話

し
合
っ
た
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

を
添
え
て
、市
民
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
展
示
し
ま
し
た
。

子どもたちの弥生土器が完成 いい子にして地獄に行かないよ２月

18日
２月

20日

５
歳
児
36
人

地
域
の
お
寺
で

地
獄
絵
図
を
観
賞

　

速
野
幼
稚
園
の
5
歳
児
36

人
が
、地
域
に
あ
る
観
音
寺
を

訪
れ
、本
堂
で
地
獄
絵
図
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
閻え

ん

魔ま

様
や
地
獄

の
描
か
れ
た
6
幅ふ

く
の
掛
け
軸
を

見
て
回
り
、篠し

の

原は
ら�

啓け
い

人に
ん

住
職
か

ら「
う
そ
を
つ
く
人
が
行
く
地

獄
」「
け
ん
か
ば
か
り
す
る
人
が

行
く
地
獄
」な
ど
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。地
獄
絵
を
見
た

園
児
は「
い
い
子
に
し
て
地
獄

に
い
か
な
い
よ
」な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

「わたしたちが守山のチカラになる！『愛ラブ守山』PR応援団」（再放送）
３月19日（金）18：55～19：00

「未定」
４月２日（金）20：20～20：25

市役所、各地区会館、JR守山駅（駅前総合案内所）、図書館、すこやかセンター、市内金融機関、市内郵便局、市内平和堂各店とアルプラザ栗東、丸善守山店、
市内セブンーイレブン（一部店舗）などに設置しています。スマートフォンアプリでもご覧いただけます。

広報もりやまは
右記施設に設置（ ）

「守山ニュース」びわ湖放送
  毎月第１・３金曜日放送中

「Sidebooks」アプリを
インストールし、「ち
いき本棚」を選択

ここからアクセス

ここからアクセス

「マチイロ」アプリを
インストール

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。
※アプリの閲覧中に広告が表示されますが、その内容に守山市は責任を負いません。


